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刊行にあたって 

 

本連盟は、加盟大学を対象として種々の調査研究を行っているが、奨学金等に関して

も、長年にわたり継続的に調査を実施している。 

本書は、学生委員会に設置した奨学金等分科会が実施した「平成23年度奨学金等調査

（平成22年度実績）」について、その概要と調査結果をとりまとめたものである。 

言うまでもなく、私立大学は、それぞれの建学の精神に則って運営されており、学生

の教育に関しても個々の理念と目的を掲げ、それらを具現するための活動を行っている。

こうした教育の理念と目的に鑑み、各大学では、独自の特徴的な奨学金等制度を構築し

て、一人でも多くの学生の修学機会が確保できるよう懸命な努力を続けている。 

7,117人の学生から回答を得た学生生活実態調査の結果に基づき、本連盟の学生委員会

が平成23年９月にとりまとめた『私立大学学生生活白書2011』では、家計における負担

感の増大が見られる一方で、「返還の必要のない奨学金の充実」を求める声が高く、学費

の減免や奨学金制度の整備、改善等、厳しい経済状況の中でも大学での学習を継続でき

る支援政策の充実と新たな展開が求められていることが明らかとなっている。 

しかしながら、昨今の経済状況や少子化等、私立大学を取り巻く環境は厳しく、個々

の私立大学においては、奨学金をはじめとする経済支援の資金の捻出等に課題を抱えて

いる。また、本年度調査のテーマ設問で取り上げた、外国人留学生への授業料減免制度

の負担も大きな影を落としている。 

「就職や将来の進路」や「経済問題」に不安・悩みを抱え、「内向き志向」が高いといわれ

る学生が、学生生活を通じて自らの視野を広げ、未来への可能性を信じることのできるよう

な修学環境の確保に向け、大学関係者はもちろん、政府及び企業関係者をはじめとする社会

をあげて、その仕組みづくりのための具体的な問題提起と行動を起こしていくことが求めら

れているといえよう。 
本報告書は、そのような状況下における加盟大学の奨学金等制度の全体像を示し、各

大学での制度運用の一助となることを目的として刊行した。 

各大学における学生に対する経済支援、創意工夫に溢れる戦略的支援の構築、運用に

資すれば幸いである。 

 
 

平成24年３月 

 
学生委員会 

担当理事   吉 岡 知 哉 

委 員 長   國 廣 敏 文 
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Ⅰ．学生委員会奨学金等分科会の活動について 

 
奨学金等分科会は、学生委員会の下部組織として設置され、奨学金等の調査の実施とその

分析並びに独立行政法人日本学生支援機構（以下、「学生支援機構」という。）等の外部機関

との協議をその主要な任務としている。平成23年度の当分科会は、加盟大学の学生支援に資

するために「平成23年度奨学金等調査」を実施するとともに、国の奨学金施策の多くの部分

を担う日本学生支援機構と定期的な協議を行った。 

 

１．平成23年度奨学金等調査を実施して 

 

 平成23年度奨学金等調査は、連盟の全加盟大学に対して、学内奨学金等制度の状況及び

「学生支援機構」の奨学金の受給状況を詳細に調査したものである。調査項目の詳細は【付

録】の実施要項を参照されたい。 

 本分科会が奨学金等の調査を担当するようになって今年度で６年目となる。多くの詳細

な調査項目にもかかわらずこれを終えることができたのは、関係者各位のご協力の賜物で

あり、調査担当者として厚く御礼申し上げる次第である。 

 調査については、まず、昨年度と同様に、学部・大学院ともに、授業料等の減免制度も

含む奨学金等を形態別および目的別に分類し、全体の調査結果と各グループ（学生数１万

人以上、４千人以上１万人未満、４千人未満の３グループ）の調査結果を前年度と対比し

て明示した。 

これまでの調査項目の継続性に配慮しながら、今年度より若干の変更を行っている。形

態別および目的別分類について、従来、奨学型奨学金に分類されていた「一時貸付金」に

ついては奨学金になじまないとして削除した。また、各大学がどのグループに属している

のかを明記した。 

今年度の調査結果における特徴的な点をいくつか挙げておこう。学部・大学院ともに学

内奨学金等制度が貸与型から給費型にシフトしていることがこれまでも指摘されてきた

が、学部学内奨学金等制度について、特にグループ１ではその傾向が顕著であり、グルー

プ３では給費型、貸与型の双方で運用されていることを見て取ることができる。 

また、全体集計における学部学内給費奨学金等支給実績では、これまでと同様に経済支

援（Ａ）と学業成績優秀（Ｃ）の割合が非常に大きいが、学生一人あたりの金額（給費と

減免の合計）からみれば、昨年から若干ダウンしたとはいえ入試成績優秀者（Ｄ）に対す

る支給額が最も多く、経済支援（Ａ）の倍以上の金額が支給されている。特にグループ１

及び３では、学生一人あたりの金額（給費と減免の合計）からみれば、入試成績優秀者（Ｄ）

とスポーツ・文化・ボランティア活動優秀（Ｆ）に対する奨学金が手厚いことがわかる。

派遣留学生の人数については、全体集計で、昨年と比して約1,100人減少したが、給費額（減

免を含む）が増加したことによって、学生一人あたりの金額（給費と減免の合計）は増加

している。 

一方、大学院学内給費奨学金等支給実績では、学生一人あたりの金額（給費と減免の合

計）から見れば、入試成績優秀（Ｄ）が最も多く、そのあとに経済支援（Ａ）、学業成績優

秀（Ｃ）と続いている。 

 また、今年度については「平成22年度以降の外国人留学生への授業料等減免制度の現状」

とするテーマ設問も実施した。これは、受け入れた留学生向けに授業料等減免を実施して

いる大学に、従来行われてきた授業料減免学校法人援助（政府開発援助外国人留学生就学

援助費補助金制度）が平成22年度から廃止されたことを受け、各大学のその後の動きを調
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査したものである。この制度を導入していたほとんどの大学で、補助金廃止後も授業料等

の減免制度を存続させていることが明らかとなっている。詳細については、テーマ設問の

項をご覧頂きたい。 

 なお、この調査結果は冊子による公表だけではなく、一昨年度より連盟のホームページ

においても公表しているので、ご利用頂きたい。 

 本調査が、加盟大学の奨学金政策に些かなりとも貢献することがあれば、調査を実施し

たものとして望外の喜びである。今後の取り組みに対するご助言やご支援を賜れば幸いで

ある。 

 

２．日本学生支援機構との取組み内容 

 

本分科会は日本学生支援機構（以下、「学生支援機構」という。）と毎年２回の定期的な

懇談会を開催しており、今年度も７月22日と12月22日に実施した。 

特に、今年度は昨年３月11日に発生した東日本大震災で被災した学生等に対する奨学金

の充実、奨学金返還制度の改善について重点的に懇談をした。 

懇談の場で、被災学生に対する奨学金については、第一種（無利子）奨学金の募集時期

がこれまで７月末までの１回であったものが、第二種と同様に第２回、第３回と受付時期

の延長が認められたこと、また、2012年の第一種奨学金の貸与人員は15,000人の増加で、

このうち6,500人が被災者枠として設定されているとの説明を受けた。 

周知のように、学生支援機構においては多額の延滞債権の回収処理が大きな問題となっ

ている。当分科会としても、奨学生に対して返済義務に関する教育を一層丁寧に行うこと

や返済を容易にするための方法の提案を積極的に行うことなど、可能な限りで学生支援機

構と協力体制をとることが、奨学金制度の充実を図る最善の方法であると考える。 

懇談の中で、学生支援機構より「所得連動返済型の無利子奨学金制度」新設の説明を受

けた。この制度は将来の返還の不安を軽減することを目的とした制度で、低所得者世帯（年

収300万円以下）の学生等に対して、奨学金の貸与を受けた本人が、卒業後に一定の収入（年

収300万円）を得るまでの間は返還期限を猶予する制度である。現行の猶予期間は返済開始

から最長５年であることから、該当者にとっては実質的な猶予期間の延長となる。奨学金

返済困難者の負担軽減のための返済期間の延長と一回あたりの返済金額を減額する「減額

返還制度」も昨年度より導入されているが、いずれの制度も返還が必要な制度である。当

分科会としては、更に一歩進んで、制度の抜本的改革となる給費型奨学金の導入も引き続

き要望していきたいと考えている。 

また、奨学金関係の業務についても、その手続き、書類等の簡素化や提出時期の変更に

ついて具体的な要望をまとめて提出してきたが、その要望の一部は実現している。今後と

も大学間で共通した事項である場合には、この懇談の場で要望していきたいと考えている。

ご要望等をお寄せ頂ければ幸いである。 

国の奨学金事業の大きな部分を担う学生支援機構を抜きにしては奨学金政策を語るこ

とができない。当分科会としては、今後とも学生支援機構とは緊密な連携を持ち、一層充

実した奨学金制度の構築に向けて、有効な関係を維持したいと考えるところである。 
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Ⅱ．平成２３年度奨学金等調査結果の概要 

 

１．実施概要 

平成23年度調査は、平成22年度調査の基本方針（加盟大学の作業負担、経年変化による

分析の必要性等）を踏襲し、そのうえで、データ設問（毎年実施）とテーマ設問（年度ご

とに必要に応じて実施）の調査内容・項目について検討した。 

本年度は、平成18年度の調査リニューアルから５年が経過し、６回目の実施となること

から、データ設問の対象となる学内奨学金等の定義について、給費奨学金と貸与奨学金、

および授業料等の減免を含めることを明確にしたうえで、制度分類表の変更と制度区分

（「給費」「貸与」「減免」）及び制度継続状況（「継続」「新設」）の新設等、一部を変更した。 

テーマ設問は、「授業料減免学校法人援助」の補助金廃止に伴う、平成22年度以降の外

国人留学生に対する授業料等減免制度の現状についてウェブアンケートを行った。 

 

平成23年度奨学金等調査 実施概要 

 

Ⅰ．名称：平成23年度奨学金等調査 

Ⅱ．目的：加盟大学における奨学金等制度の実態、日本学生支援機構の奨学金 

受給状況を把握し、加盟各大学の学生経済援助施策の企画・立案に 

資するとともに、当連盟の各種事業活動に役立てる。 

Ⅲ．調査対象：全加盟大学（123大学） 

Ⅳ．実施期間：平成23年８月22日（月）～９月30日（金） 

Ⅴ．回答方法：「インターネット調査」形式 

Ⅵ．調査項目・内容 

１．データ設問：平成22年度実績 

（１）学内奨学金等制度（学部学生） 

（２）学内奨学金等制度（大学院学生） 

（３）学内給費奨学金等制度（受入れ留学生） 

（４）日本学生支援機構奨学金に関する調査 

２．テーマ設問：平成22年度以降の外国人留学生への授業料等減免制度の現状 

 

 

 

２．調査結果について 

  調査結果は、全加盟大学（123大学）の「全体集計」と、加盟大学を学部学生数別に三

つのグループに分類した「グループ別集計」とに分けて掲載している。 

  

  全 体 集 計（123大学） 

グループ１（学部学生数１万人以上：28大学） 

グループ２（学部学生数４千人以上１万人未満：37大学） 

グループ３（学部学生数４千人未満：58大学） 

 

※学部学生数は連盟「平成22年度学生・教職員数等調査」を参照した。 
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グループ１（学部学生数１万人以上：28大学） 

 

 

 

 

 

 

 

グループ２（学部学生数４千人以上１万人未満：37大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ３（学部学生数４千人未満：58大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．記載データ 
（１）集計表（全体集計）・・・６～７頁 

  「Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表」 

    平成22年度学内奨学金等の分類別（Ａ～Ｉ）支給実績（学部・大学院学生別） 

「Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表」 

    ①平成22年度新規採用実績 

②平成22年度「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績 

③奨学生総件数（平成22年３月１日） 

「学生一人当たり支給金額（全体集計）」 

平成22年度学内奨学金等の分類別（学部・大学院学生別）に、学生一人当たりの給費 

額・減免額・貸与額をグラフで表した。 

 

（２）集計表（グループ別集計）・・・８～１３頁 

 

（３）学生一人当たり支給額のグループ比較レーダーチャート・・・１４頁 

学生一人当たりの給費額・減免額・貸与額を、平成22年度学内奨学金等の分類別（学

部・大学院学生別）にレーダーチャートで表し、給費・減免・貸与ごとに、グループ

（大学名ＡＢＣ順）

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 青山学院大学 6 法政大学 11 慶應義塾大学 16 明治学院大学 21 龍谷大学 26 東京農業大学

2 中京大学 7 上智大学 12 國學院大學 17 日本大学 22 専修大学 27 東洋大学

3 中央大学 8 関西大学 13 駒澤大学 18 立教大学 23 拓殖大学 28 早稲田大学

4 同志社大学 9 関西学院大学 14 京都産業大学 19 立正大学 24 東北学院大学

5 福岡大学 10 関東学院大学 15 明治大学 20 立命館大学 25 東海大学

（大学名ＡＢＣ順）

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名
1 愛知大学 8 白鴎大学 15 京都精華大学 22 南山大学 29 成城大学 36 東京女子大学
2 亜細亜大学 9 広島修道大学 16 松山大学 23 日本女子大学 30 成蹊大学 37 東京経済大学
3 跡見学園女子大学 10 城西大学 17 桃山学院大学 24 大阪学院大学 31 西南学院大学
4 文教大学 11 城西国際大学 18 武蔵大学 25 追手門学院大学 32 芝浦工業大学
5 獨協大学 12 甲南大学 19 武蔵野大学 26 立命館アジア太平洋大学 33 創価大学
6 同志社女子大学 13 久留米大学 20 武蔵野美術大学 27 流通科学大学 34 大正大学
7 学習院大学 14 共立女子大学 21 名古屋学院大学 28 流通経済大学 35 東邦大学

（大学名ＡＢＣ順）
no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名
1 梅花女子大学 11 石巻専修大学 21 皇學館大学 31 大阪女学院大学 41 白百合女子大学 51 苫小牧駒澤大学
2 獨協医科大学 12 実践女子大学 22 国際大学 32 大谷大学 42 園田学園女子大学 52 東洋英和女学院大学

3 フェリス女学院大学 13 順天堂大学 23 国際武道大学 33 聖母大学 43 天理大学 53 東洋学園大学
4 福岡女学院大学 14 関西医科大学 24 国際基督教大学 34 西武文理大学 44 東北公益文科大学 54 豊田工業大学
5 福岡女学院看護大学 15 関東学園大学 25 京都橘大学 35 聖学院大学 45 常磐大学 55 津田塾大学
6 学習院女子大学 16 活水女子大学 26 松山東雲女子大学 36 聖カタリナ大学 46 東京医科大学 56 山梨英和大学
7 姫路獨協大学 17 恵泉女学園大学 27 三重中京大学 37 清泉女子大学 47 東京医療保健大学 57 四日市大学
8 広島女学院大学 18 敬和学園大学 28 宮城学院女子大学 38 聖心女子大学 48 東京情報大学 58 四日市看護医療大学

9 兵庫医科大学 19 神戸女学院大学 29 ノートルダム清心女子大学 39 聖トマス大学 49 東京女子医科大学

10 兵庫医療大学 20 神戸海星女子学院大学 30 大阪医科大学 40 仙台白百合女子大学 50 東京歯科大学
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間の比較ができるようまとめた。 

 

（４）学内奨学金等支給実績推移表・・・１５頁 

全体集計のみ、平成17年度から平成22年度までの学内奨学金等の支給実績推移表を作

成した。 

グループ別は、連盟ホームページの加盟大学専用ページ内「データライブラリー」に

掲載している。 

 

（５）支給人数と一人当たり平均支給額の推移・・・１６頁～１９頁 

全体集計のみ、平成17年度から平成22年度までの学内奨学金等の支給人数の推移及び 

学生一人当たり平均支給額の推移をグラフで表した。 

 

 

 

【参考】学内奨学金等制度分類表 

＜学部学生・大学院学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受入れ留学生＞ 

定義 補足

I 受入れ留学生に関する奨学金等
受入れ留学生を対象とする奨学金等（入学金免除
や奨励金、家賃補助、授業料減免等を含む）

【注】

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

３．賞状や記念品などのように、明確な金額が確定しないものは除外する。商品券や図書券のように、給費する金額が明確なものは、奨学金として取り
扱う。

分類

 

区分 定義 補足

Ａ

経済支援のための奨学金等（もっぱら学費に
充てることを前提にしたものであるが、教育
ローンにかかる利子を補助するものや入学

経済的理由により修学困難な学生を対象とする
奨学金

奨学生の選考にあたり、経済的要因を学業成績に優先して選考す
る奨学金

Ｂ 家計急変や災害援助等のための奨学金等
家計支持者の失職・死亡等による家計急変や、
火災・風水害・地震などの自然災害により修学
困難になった学生を対象とする奨学金

家計急変や災害等を主たる事由として奨学生を選考する奨学金

Ｃ 学業成績優秀者を対象とした奨学金等
学業成績が特に優れた学生を対象とする奨学
金

奨学生の選考にあたり、学業成績を経済的要因に優先して選考す
る奨学金

Ｄ 入試成績の優秀者を対象とした奨学金等
各種入学試験の合格者の中で、特に優れた成
績を修めた学生を対象とする奨学金

奨学生の選考にあたり、入学試験成績を他の要件に優先して選考
する奨学金

Ｅ
特定の試験・研修の受験・受講者を対象とす
る奨学金や、学術褒賞・教育研究奨励を目
的とする奨学金等

大学が指定・認定する国家試験・研修等への受
験者・受講者、当該試験の合格者、または大学
内外において研究成果を認められた者に対し
て、その活動を支援するための奨学金

特定試験の受験を条件とする奨学金、または学業面で特に優れた
成果をあげ学内外で表彰等を受けたことを選考の要件とする奨学
金

Ｆ
スポーツ・文化・ボランティア活動の優秀者を
対象とした奨学金等

大学内外において、スポーツ・文化・ボランティア
活動等の分野で顕著な成果をあげ、または貢献
をした学生を対象とする奨学金

スポーツ、文化、ボランティア活動等において顕著な成果をあげ、
または貢献したことを、選考条件とする奨学金

Ｇ 派遣留学生に関する奨学金等
海外の大学に交換留学生等として派遣される学
生を対象とする奨学金（当該留学において取得
した単位が認定されるものに限る）

留学生として派遣されることを要件とする奨学金

そ
の
他

Ｈ その他の奨学金等
上記区分の「奨学型」と「育英型」のどちらにも該
当しない奨学金

（１）一つの制度に奨学と育英両方の基準があり、その基準別に対
象学生を人選し、奨学金を支給する場合は、同一の名称で奨学型
の分類と育英型の分類とに分けて回答してください。
（２）１人の学生に支給する奨学金で、奨学型と育英型両方の要因
が含まれる場合は、支給事由の強い方の区分からＡ～Ｇいずれか
の分類を選択してください。

【注】

分類

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

育
英
型

３．奨学金や減免制度といった名称、支給業務の取扱部署、支給根拠規程等にかかわらず、表彰制度等による報奨金並びに商品券や図書券のように給費する金額が明確なも
のは奨学金として取り扱う（賞状や記念品等のように、明確な金額が確定しないものは除く）。

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

奨
学
型
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４．データ設問（１）全体集計 【学生数】平成22・21年5月1日現在【人数単位：人】【金額単位：千円】
Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表【学部学生】【学部学生】【学部学生】【学部学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表①新規採用実績 ②「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績
③奨学生総件数（新規及び継続合計）

交換留学生国費留学生私費留学生

82100 00 0

54 26,650486

00 0247 0 00

（入学時特別増額）
第一種計定期（予約採用）定期（在学採用）定期外（緊急採用）第二種計 416 総件数82031,49734,760総件数

定期（予約採用） 482 9 328総件数定期 10平成21年度88,8106,561 （入学時特別増額） 263 23367,978 67,07790,107 9,525 9,162第二種
新規採用件数平成22年度 平成21年度20,83234,83832,724 23,030

学　　　　部6,02314,474335 6,19316,434403定期（在学採用）定期外（緊急採用）制度第一種 採用の種類 6,780制度第二種 定期（予約採用） 3,044 2,366定期外（応急採用） 17平成22年度 平成21年度定期外（緊急採用） 15 25第二種計 3,0616,448 2,391
大  学  院 21第一種計 6,464 6,801第一種

5,514
採用の種類 新規採用件数

0945

4030

644555貸与額人数6,714 3,725,219
494429

貸与 平成21年度 一人あたり貸与額7070

うち留学生 1,829 222 2,452計 19,252 7,730

平成22年度 平成21年度一人あたり貸与額 一人あたり貸与額人数

24750 87417,373 6,634学部 大学院 学部 大学院

貸与
470
53172363,15766,500

（新規採用件数）

学生総数 平成22年946,012 59,526
平成22年度 一人あたり貸与額5843,872,210

平成21年

大学院
学部 大学院 学部平成22年度 平成21年度大学院（新規採用件数） （新規採用件数）

第二種 76,210 13,625
（新規採用件数）制度 学部 大学院平成22年度 学部 13,3434,631計 214,050 4,804 194,572290,260 18,429 267,401第一種 17,974

934,493 57,251114 1,04817,477 6,46720,043 7,762

72,829

314347277
413給費268

(う ち減免0)

390320573507252
一人あたり給費額383312596247平成22年度 一人あたり給費額

587(う ち減免138) (うち減免91,170)2,236 0

9932,6963,742 0

31 12,480

061 208,3942,0076,517 962,047,467
6,634119

513212
920191,7321,382,291

3,297,078
0250,9391,444,498 105(うち減免269,218)

836 320,1381,904,408793,739
318,628(うち減免25,155)12,773

4,6292,850 1,425,4164,476,432
2,132,8811,164,896(う ち減免0)(うち減免375,154)(うち減免395,879)

給費272(うち減免257,288)4,129,344 人数 給費額15,201 13,339人数 平成21年度
学部学生 Hその他

8172,393 4,083,279(うち減免243,793)(うち減免464,151)
(うち減免1,472)5,147

3,723育英型

11
その他

Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀G派遣留学生
学内奨学金制度A経済支援B家計急変・災害援助C学業成績優秀奨学型

00
学内奨学金制度

(う ち減免0)(う ち減免590)(う ち減免383)

        Ｉ受入留学生

その他

788
4 2,3900 03 598402426(う ち減免281) 2,203 937,528 5 3,285

貸与額人数給費額

人数(うち減免125,412) 273

11,805 3,688,4583,196

1,025,367
(うち減免8,905)16,725 (うち減免2,316,215)

3,3672,485
Hその他

大学名大学名大学名大学名 123大学

(う ち減免803)(う ち減免58)(う ち減免521)(う ち減免860)D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励

大学院学生
657貸与額人数 貸与額 764 7871,214 927,754 1,079 849,500奨学型 A経済支援B家計急変・災害援助育英型 C学業成績優秀D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀G派遣留学生

        Ｉ受入留学生
平成22年度 平成21年度一人あたり給費額 一人あたり給費額人数 給費額 給費額

17,302 6,005,614
(う ち減免0) 306 368(う ち減免229) (うち減免132,995)5,556 2,251,962 405 2,45691,268,318 567 262(う ち減免0) (う ち減免0)717 118,148 165 671 175,975 153(う ち減免0) (う ち減免0)15 1,960 131 21 3,220(う ち減免5) (うち減免1,368)144 34,017 236 21,917108(う ち減免161) (うち減免32,577)3,084 685,411 2226,574 2,128,459 324(うち減免4,213) (うち減免1,253,141)

0111 110,215 0
480 225,470 51331,300

98 63,097
0 098 69,2850 098 92,621

1,785,8385,300
74232 12,860

163 128,380337237203
5,917 2,178,7181,925 1,129,479
3,240 766,350 00 0181 148,5800
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（平成２２年度 学部学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

（平成２２年度 大学院学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

○給費型では、大学院学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○授業料等減免では、大学院学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○貸与型では、大学院学生一人当たり支給金額はＨ「その他」（主に専門職大学院学生への奨学金）が最も多く、次にＡ「経済支援」が多い。

○給費型では、学部学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○授業料等減免では、学部学生一人当たり支給金額はＧ「派遣留学生」が最も多い。○貸与型では、学部学生一人当たり支給金額はＥ「特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励」が最も多い。

全体　給費 全体　減免 全体　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

269 387 313 583 105 473 211 280 276 030060090012001500（千円）
320 434 468 540 0 636 703 269 260 030060090012001500（千円）

584 531 723 0 
993 

0 513 470 *030060090012001500（千円）

全体　給費 全体　減免 全体　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

408 306 398 561 165 131 235 223 371 030060090012001500（千円）
446 0 581 661 0 0 274 202 297 030060090012001500（千円） 764 598 402 0 247 0 0 788 *030060090012001500（千円）



【学生数】平成22・21年5月1日現在【人数単位：人】【金額単位：千円】
Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表【学部学生】【学部学生】【学部学生】【学部学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）# #Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表①新規採用実績 ②「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績
③奨学生総件数（新規及び継続合計）

6960
0 0 031,3203 742 0 0247 0

平成21年度 一人あたり貸与額519貸与額人数 2,509,551

第二種計

034705,000 5,000055,0000 359

18,10422,268 第二種計定期外（緊急採用）第一種計定期（予約採用）定期（在学採用） 20 大学院2,579 1,947 平成22年度5,54213 平成21年度 9257 8 154
（入学時特別増額） 7,81316942,802 40,929 8,144261 総件数557定期外（緊急採用） 15,292定期（在学採用）

3,571 （入学時特別増額） 21556,22156,531 定期外（応急採用）定期（予約採用）総件数
平成21年度採用の種類 新規採用件数

11
平成22年度

第一種 採用の種類 制度定期外（緊急採用）定期（予約採用） 第二種第二種 13,72920,42022,121
学　　　　部3,7469,759224 3,91411,132246新規採用件数平成22年度 平成21年度 大  学  院 19第一種計 5,552 5,846第一種 9平成22年度 5,827定期 （新規採用件数） 大学院 学部（新規採用件数） （新規採用件数）

2,964 2,592 1,967
制度 平成22年度 平成21年度大学院学部

348195
平成21年度

0 0 00 0022 3800
一人あたり貸与額

249 250給費

給費平成22年度 平成21年度一人あたり給費額12,004 給費額給費額
25 7219,523 4,79210,338 5,679

0017 6,100

173平成22年

632020,2250

貸与額

021,4720
67,944

790 166 1,586621,723 47,308 平成21年学部 大学院 学部 大学院学生総数うち留学生 計交換留学生国費留学生私費留学生
人数 人数 2,486,872

（新規採用件数）

2,645,872668
貸与貸与額人数

総件数

平成22年度 一人あたり貸与額

貸与
13 65,000

4,836

48,303 11,3863,731制度 学部第一種第二種 50,737 11,709大学院計 134,616 3,934 122,954185,353 15,643 171,257 15,117

604,745 44,75847 8789,136 4,58410,769 5,635

学部

10,303577 228,9087,626 2,676,473 一人あたり給費額397351241
527158,863846,678 3510206332 790 0213,210850,024853,883 603,1981,324,2542,119,502(うち減免223,346)(う ち減免0)(うち減免1,157,788)

1,168 (う ち減免0)(うち減免95,707)(う ち減免0)(う ち減免131)(う ち減免245) 8,475935,9482,381,226
1,203,731(うち減免88,466)

309525247183 2,930

大学院学生

3,030,568(うち減免49,190)(うち減免170,095) 2753,298,168212,156(うち減免1,085) 390358

(うち減免914,641)

学内奨学金制度

(う ち減免490)(う ち減免3)(う ち減免54)(う ち減免83)(う ち減免0)

4,590
4,772

(う ち減免109)
        Ｉ受入留学生

58038000668
(う ち減免0) (う ち減免0) 1,85673271,902 791,794 416 1,834(うち減免34,092)

その他 Hその他

大学名大学名大学名大学名 グループ1（学部学生数1万人以上28大学)

(うち減免4,751)9,560

学内奨学金制度A経済支援B家計急変・災害援助

10

544
その他
育英型
奨学型 1,8018,461

3,0313,4591,618
        Ｉ受入留学生
学部学生

450

C学業成績優秀D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀G派遣留学生Hその他
A経済支援B家計急変・災害援助 人数奨学型育英型 C学業成績優秀Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀G派遣留学生D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励

3,267平成22年度 平成21年度一人あたり給費額 一人あたり給費額人数 給費額 人数 給費額
590409 359(う ち減免96) (うち減免58,325) 4,854 1,740,5181,875,305 588(う ち減免77) 26,605(うち減免72,310)1,961 1,157,026(う ち減免0) (う ち減免0)9 1,650 183644 111,453 233173(う ち減免0) (う ち減免0)(う ち減免5) (うち減免1,368)114

3,9891,608

2181,558,992 327(うち減免3,062)(う ち減免124) (うち減免19,997)2,850 621,832 313235191275
816,784 445265

1,588 1,068,763 00167952 673

508,393

32004,781 55361335 0

680 673 481,4038,360

15 5,20027,700
748

17694 17,935
1 450人数 貸与額 一人あたり貸与額1 580

2,8203,023 711,4301,091,5373,491 00 048 32,080
16 6,0800 01,569
45

922,767624 171,58416
20,325

715

8

（２）グループ別集計



（平成２２年度 学部学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

○給費型では、学部学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○授業料等減免でも、学部一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多く、次にＧ「派遣留学生」が多い。○貸与型では、学部一人当たり支給金額はＥ「特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励」が最も多い。（平成２２年度 大学院学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

○給費型では、大学院学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○授業料等減免でも、大学院学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○貸与型では、大学院学生一人当たり支給金額はＡ「経済支援」が最も多く、次にＨ「その他」（主に専門職大学院学生への奨学金）が多い。

→グループ１では、学内奨学金等制度は、貸与型から給費型にシフトしている。特に、貸与型のＣ「学業成績優秀」は支給実績がなく、グループ２及び３と比較して特徴的。
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グループ1　給費 グループ1　減免 グループ1　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

272 390 355 649 183 507 196 309 254 030060090012001500（千円）
347 362 911 1066 

0 731 912 0 244 030060090012001500（千円）
553 613 0 0 0 347 351 * 030060090012001500（千円） (5,000)

グループ1　給費 グループ1　減免 グループ1　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

423 327 404 576 173 183 232 221 377 030060090012001500（千円）
313 0 608 939 

0 0 274 161 299 030060090012001500（千円） 680 580 380 0 247 0 0 668 * 030060090012001500（千円）



【学生数】平成22・21年5月1日現在【人数単位：人】【金額単位：千円】
Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表【学部学生】【学部学生】【学部学生】【学部学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表①新規採用実績 ②「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績
③奨学生総件数（新規及び継続合計）

交換留学生国費留学生私費留学生

862000 004,500 00 709427

36 27,80481 073923 17,000 04 996
1,053 647,205

29898 29,200
772697

9,1748,881定期（予約採用）
総件数（入学時特別増額）

第一種計定期（予約採用）定期（在学採用）定期外（緊急採用）
0 97 0定期（在学採用）定期外（緊急採用）第二種計

定期
98 総件数144 平成21年度23,3062,172 （入学時特別増額） 36 5618,163 18,19923,537 1,109 1,067第二種

新規採用件数平成22年度 平成21年度5,14310,2937,772 5,338 制度学　　　　部1,6783,38481 1,5963,64498制度第一種 採用の種類 第二種 定期（予約採用） 377 342定期外（応急採用）第二種計 3792 4
大  学  院 1第一種計 730 751第一種

1,721
750346

採用の種類 新規採用件数 学部定期外（緊急採用） 3平成22年度 平成21年度727 117 大学院 学部平成22年度 平成21年度

234 249
288 510給費

うち留学生 832 42 536計 4724 1175,906 1,3606,762 1,519

貸与909 926401 364,432 322,209平成22年度

大学院（新規採用件数） （新規採用件数） （新規採用件数） （新規採用件数）
115

615貸与額人数
平成21年学部 大学院 学部 大学院平成22年231,607 8,432

平成22年度 一人あたり貸与額642貸与1,027 平成21年度 一人あたり貸与額

制度 学部 大学院平成22年度

学生総数

平成21年度一人あたり貸与額 一人あたり貸与額

総件数
64,164 大学院第一種第二種 18,601 1,559 16,461 1,524750

1,2956,690 1,477

学部計 58,252 749 47,70376,853 2,308 2,274

224,823 8,58454 1356,100

29,181188,746

364

216470 2024843,075 658,95423,46054,2100(うち減免32,015)(うち減免167,400) 34382281173 2531,592 936170 62,803485,053621,9891,003
2970084 24,950
559713
7170216,400(う ち減免0)(うち減免105,022)223,8941,226,838 403,4275,862 2,990,302

1,972

(うち減免691,863)(う ち減免837)
3,131 676,811(うち減免23,520)(うち減免188,944)551,100 300
1,2928561,172

給費289(うち減免43,659)602,948 人数 給費額

        Ｉ受入留学生

2012,089 平成22年度 一人あたり給費額 592,503平成21年度(うち減免17,985)85,605 426

837

学内奨学金制度

(う ち減免177)(う ち減免37)(う ち減免75)(う ち減免442)(う ち減免0)(う ち減免154)(う ち減免94)

(うち減免238,577)
60345000

2,835
0 0

10213 88,213(うち減免1,280)
96,3001,443 410,524 284(う ち減免948) 0 000 00 00

貸与額人数給費額人数

貸与額給費額 人数 貸与額

一人あたり給費額369学部学生

大学名大学名大学名大学名 グループ2（学部学生数4千人～1万人未満37大学)

人数
(うち減免2,703)4,257770494

学内奨学金制度A経済支援
        Ｉ受入留学生
大学院学生 D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励その他 Hその他

奨学型育英型 C学業成績優秀Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀

その他
育英型
奨学型 B家計急変・災害援助C学業成績優秀D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀G派遣留学生Hその他

A経済支援B家計急変・災害援助 人数
G派遣留学生

394(う ち減免4) 300(う ち減免0) (う ち減免0)0 195 76,755414平成22年度 平成21年度一人あたり給費額 一人あたり給費額人数 給費額792 330,162 445417 903 6002 401,4010 0(う ち減免61) (うち減免18,860)238 98,317 413(う ち減免132) (うち減免74,370) 100 5 95(う ち減免0) (う ち減免0)53 5,263 99(う ち減免0) (う ち減免0)23 6,415 279 80(う ち減免0) (う ち減免0)3 300

427604

269(う ち減免11) (うち減免4,410)184 52,329 284

29 20,800593 32357137,10420,426419 149,594 231
56,4800 00 0638 0

1,432
114,19230 2,8444003,28212223

161 43,287 0
3484150521,570 274512 3 1,810
136 117,260

6,4000 00

10



（平成２２年度 学部学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

（平成２２年度 大学院学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

○給費型では、大学院学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○授業料等減免では、大学院学生一人当たり支給金額はＣ「学業成績優秀」が最も多い。○貸与型では、大学院学生一人当たり支給金額はＡ「経済支援」が最も多く、次にＨ「その他」が多い。

○給費型では、学部学生一人当たり支給金額はＤ「入試成績優秀者」が最も多い。○授業料等減免では、学部一人当たり支給金額はＦ「スポーツ・文化・ボランティア活動優秀」が最も多い。○貸与型では、学部一人当たり支給金額はＧ「派遣留学生」が最も多く、次にＣ「学業成績優秀」が多い。→グループ２では、給費型のＦ「スポーツ・文化・ボランティア活動」は、グループ１及び３と比較して最も少なくなっている。→貸与型のＧ「派遣留学生」は、グループ１および３と比較して最も多くなっている。
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グループ2　給費 グループ2　減免 グループ2　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

293 412 214 496 34 246 273 124 344 03006009001,2001,500（千円）
247 486 314 427 0 682 341 200 256 030060090012001500（千円） 642 559 713 0 234 0 717 297 * 030060090012001500（千円）

グループ2　給費 グループ2　減免 グループ2　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

416 0 388 449 99 100 279 277 347 030060090012001500（千円）
320 0 563 309 0 0 0 401 252 030060090012001500（千円） 909 603 450 0 0 0 0 837 * 030060090012001500（千円）



【学生数】平成22・21年5月1日現在【人数単位：人】【金額単位：千円】
Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表【学部学生】【学部学生】【学部学生】【学部学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】

※平成21年減免データなし（平成21年度給費額に含まれる）Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表①新規採用実績 ②「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績
③奨学生総件数（新規及び継続合計）

00 00 00 0
000 0 0000 0 0

193 111,250 44136,625
貸与額人数825 568,463

025483

総件数（入学時特別増額）
第一種計定期（予約採用）定期（在学採用）定期外（緊急採用）第二種計 大学院108 1 77 1

総件数第二種計定期外（応急採用）10,3498,973818 （入学時特別増額） 12829
平成22年度 平成21年度1,9604,125 2,400 87,013 7,9491194,219 272 282

2037711792定期外（緊急採用）第二種 2,831定期（予約採用）
57第一種 定期（在学採用）定期外（緊急採用） 3,611

新規採用件数 制度 採用の種類定期 883新規採用件数平成22年度 平成21年度定期（予約採用） 90
学　　　　部5991,33130 6831,65859制度 採用の種類 学部大  学  院 1第一種計 182 204第一種 78第二種

（新規採用件数）平成22年度 平成21年度大学院（新規採用件数） （新規採用件数） （新規採用件数）

302
23550 30577244237322 936 319,78612,443669 312545 14 3,550 57617 5,300 0

342
1,064 217,7031,104605 350,592389,996 20531989 28,427 353579 0

30 15,06817 12,805290 平成22年度 434一人あたり貸与額687一人あたり給費額 一人あたり貸与額689502
交換留学生国費留学生私費留学生

平成21年度 平成21年度
2,241 588207 14532 平成21年学部 大学院 学部 大学院平成22年学生総数 92,682 3,786計 1,944 4822,1521 36うち留学生

制度 学部 大学院
学部 大学院

第二種 8,065総件数 平成22年度 平成21年度学部 433第一種 6,872 357

27

150計 21,182 121 23,91528,054 478 31,980 583

00 0

2,584 650104,925 3,90913 35330

443 172,731377 0359 (うち減免8,170) 0(う ち減免26) 56 11,63311,250 225 208 0 00 0050 458(う ち減免203) (うち減免99,923)158,943 0 0

(うち減免228,479)
貸与

174 46,495 267
平成22年度 平成21年度一人あたり貸与額 一人あたり貸与額791

318504(うち減免186,741)378,050(う ち減免0)(うち減免174,425)
228,22820,867375,900(うち減免6,085)721,108
405,72894,613400738824

1,181 (うち減免171,083)
(うち減免13,857)

学内奨学金制度A経済支援B家計急変・災害援助 平成22年度 一人あたり給費額給費206(うち減免43,534) 人数 給費額

学内奨学金制度

(う ち減免136)(う ち減免18)(う ち減免392)(う ち減免335)(う ち減免0)(う ち減免305)(う ち減免44)

        Ｉ受入留学生
393 253230696351 9117 1,547

1 100(う ち減免168) (うち減免90,040)人数 給費額370 145,360

給費額人数

貸与額給費額 人数 貸与額一人あたり給費額一人あたり給費額

369750奨学型学部学生

大学名大学名大学名大学名 グループ3（学部学生数4千人未満58大学)

人数 人数
(うち減免1,451)2,908

貸与額人数

Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀G派遣留学生その他 Hその他

その他
育英型

貸与
7680471094 44,279 0753C学業成績優秀D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励Fスポーツ・文化・ボランティア活動優秀        Ｉ受入留学生 265,574868,368

8,548G派遣留学生Hその他

大学院学生
奨学型 A経済支援B家計急変・災害援助育英型 C学業成績優秀D入試成績優秀者E特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励

給費平成22年度 平成21年度
(う ち減免635) (うち減免466,564) 299

37 12,975(う ち減免1) (う ち減免300) *(う ち減免0) (う ち減免0) 100 160 36,799(う ち減免0) (う ち減免0)20 721,432(う ち減免0) (う ち減免0) *3 0 0 350(う ち減免0) (う ち減免0)3 10

219 53,437417

(う ち減免0) (う ち減免0)7 997 142 7002

826 567,38442 18,22516 12,290
317 172,8200 002,965 895,810

0 0386,019 0

133 92,520 0
174 43,98900 00

65 0 00 054,929 45,88858845
00 0 000
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（平成２２年度 学部学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

○給費型では、学部学生一人当たり支給金額はＦ「スポーツ・文化・ボランティア活動優秀」が最も多い。○授業料等減免でも、学部一人当たり支給金額はＦ「スポーツ・文化・ボランティア活動優秀」が最も多く、次いでＤ「入試成績優秀者」が多い。○貸与型では、学部一人当たり支給金額はＣ「学業成績優秀が最も多い。→グループ３では学内奨学金制度は、給費型と貸与型双方で運用されている。（平成２２年度 大学院学生一人当たり支給金額） ＊印は集計の対象外

○給費型では、大学院学生一人当たり支給金額はＩ「受入留学生」が最も多い。○授業料等減免では、大学院学生一人当たり支給金額はＡ「経済支援」が最も多い。○貸与型では、大学院学生一人当たり支給金額はＡ「経済支援」のみ支給実績がある。13

グループ3　給費 グループ3　減免 グループ3　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

190 274 260 461 23 534 227 196 276 030060090012001500（千円）
320 338 436 557 0 572 315 360 322 030060090012001500（千円） 687 434 768 0 471 0 312 545 * 030060090012001500（千円）

グループ3　給費 グループ3　減免 グループ3　貸与
A B C D E F G H I A B C D E F G H I A B C D E F G H I経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生 経済支援 家計急変・災害援助

学業成績優秀 入試成績優秀者 特定試験・特定研修・
学術褒章・教育奨励

スポーツ・文化・ボラン
ティア活動優秀 派遣留学生 その他 受入留学生

274 100 267 351 72 3 142 128 378 030060090012001500（千円）
536 0 300 0 0 0 0 314 492 030060090012001500（千円） 845 0 0 0 0 0 0 0 * 030060090012001500（千円）



（３）学生一人当たり支給額のグループ比較レーダーチャート（平成２２年度学内奨学金等制度）（【給費】グループ比較）学部 大学院

（【減免】グループ比較）学部 大学院

（【貸与】グループ比較）学部 大学院
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15（４）学内奨
学金等支給実
績推移表（平
成１７年度～
平成２２年度
）

※全体集計のみ
掲載。この推移
表は、グループ
別の推移表とと
もに、連盟ホー
ムページの加盟
大学専用ページ
内「データライ
ブラリー」に掲
載しています。
【Excel形式】
【学部学生】 【学部学生】【学部学生】【学部学生】

（単位:人、千円）
平成17年度平成18年度

平成19年度平成20年度
平成21年度

平成17年度平成18年度
平成19年度平成20年度

平成21年度平成22年度
10,57710,592

10,81811,896
13,33915,201

(803)8,196
7,1366,985

7,0146,714
6,634

2,635,6782,557,253
2,535,7942,959,480

3,297,0784,129,344
(257,288)4,231,972

3,765,6903,720,352
3,858,8383,742,769

3,872,210
249241

234249
247272

(320)516
528533

550557
584

735461
585546

836817
(58)132

10888
9598

119
299,049170,744

213,682200,233
320,138318,628

(25,155)73,348
54,56748,763

55,29663,097
63,157

407370
365367

383390
(434)556

505554
582644

531
9,4719,834

10,00410,712
11,80512,773

(521)167
97261

26498
92

3,277,4043,442,597
3,452,5543,659,491

3,688,4584,083,279
(243,793)117,970

69,350121,705
125,09569,285

66,500
346350

345342
312320

(468)706
715466

474707
723

2,4772,765
2,8733,088

3,1963,723
(860)0

07
60

0
1,413,9641,580,124

1,621,7791,781,662
1,904,4082,132,881

(464,151)0
04,6203,9

600
0

571571
564577

596573
(540)0 

0 6606
600 

0 
1,4051,197

1,0501,324
2,0072,393

(0)14
1865

9398
111

182,513161,332
146,817204,443

191,732250,939
(0)1,9302,

79028,64610
7,22092,6211

10,215
130135

140154
96105

(0)1381
554411,

153945
993

1,9262,276
2,3582,348

2,6962,850
(590)0

01091
090

0
995,5911,142,5061

,122,9251,163,659
1,382,2911,444,498

(375,154)0
086,57089,1

600
0

517502
476496

513507
(636)0 

0 7948
180 

0 
3,0433,242

3,4603,438
3,7424,629

(383)46
6162

6154
61

671,202682,270
765,048768,868

793,7391,164,896
(269,218)16,150

28,00029,861
29,09326,650

31,300
221210

221224
212252

(703)351
459482

477494
513

2,9132,872
5,0246,084

6,5175,147
(1,472)331

308371
430486

480
831,023887,9001

,654,0241,862,914
2,047,4671,425,416

(395,879)153,130
136,380158,885

181,945208,394
225,470

285309
329306

314277
(269)463

443428
423429

470
18,30618,151

17,26116,494
17,30216,725

(8,905)
5,797,0945,802,691

5,956,7275,850,719
6,005,6144,476,432

(2,316,215)
317320

345355
347268

(260)
【大学院学生】 【大学院学生】【大学院学生】【大学院学生】

（単位:人、千円）
平成17年度平成18年度

平成19年度平成20年度
平成21年度

平成17年度平成18年度
平成19年度平成20年度

平成21年度平成22年度
2,0082,129

1,9571,952
2,2032,485

(281)1,348
1,3401,085

1,1741,079
1,214

745,755803,741
766,542803,871

937,5281,025,367
(125,412)1,041,089

1,025,567794,704
875,263849,500

927,754
371378

392412
426413

(446)772
765732

746787
764

114
2217

911
(0)1

22
25

4
3,946916

6,1866,150
2,4563,367

(0)1,3055
107651,

1623,285
2,390

359229
281362

273306
(0)1,3052

55383
581657

598
5,1135,430

5,6235,867
5,9175,556

(229)40
3734

3331
32

1,881,5552,074,221
2,039,8882,149,934

2,178,7182,251,962
(132,995)17,790

16,99014,670
13,31512,480

12,860
368382

363366
368405

(581)445
459431

403403
402

1,6091,639
1,6271,706

1,9252,236
(138)0

00
00

0
899,814954,603

924,808949,289
1,129,4791,268,318

(91,170)0
00

00
0

559582
568556

587567
(661)0 

0 0 
0 0 

0 
785643

712620
671717

(0)0
00

00
3

121,21466,341
98,43397,039

175,975118,148
(0)0

00
007

42
154103

138157
262165

(0)0 
0 0 

0 0 2
47

2329
1911

2115
(0)0

00
00

0
3,0604,515

2,5871,651
3,2201,960

(0)0
00

00
0

133156
136150

153131
(0)0 

0 0 
0 0 

0 
11282

227216
108144

(5)0
20

10
0

30,81523,256
50,48643,786

21,91734,017
(1,368)0

5000
3750

0
275284

222203
203236

(274)0 
2500 

3750 
0 

2,1922,253
2,4732,832

3,2403,084
(161)178

163444
437181

163
420,992438,437

452,613592,311
766,350685,411

(32,577)152,170
140,520266,380

261,570148,580
128,380

192195
183209

237222
(202)855

862600
599821

788
4,0354,578

4,9935,159
5,3006,574

(4,213)
1,271,3071,446,429

1,603,4711,717,133
1,785,8382,128,459

(1,253,141)
315316

321333
337324

(297)

貸与 貸与
一人当たり金額

育 英 型 その他C学業成績優秀 D入試成績優秀者 E特定試験・特定研修・学術
褒章・教育奨励

Fスポーツ・文化・ボランテ
ィア活動優秀人数 金額

給費 平成22年度 ※（　）内は減免のみ 給費 平成22年度 ※（　）内は減免のみ

学内奨学金制度 学内奨学金制度

区分 区分

A経済支援 B家計急変・災害援助 C学業成績優秀 D入試成績優秀者 E特定試験・特定研修・学術
褒章・教育奨励

Fスポーツ・文化・ボランテ
ィア活動優秀

B家計急変・災害援助        Ｉ受入留学生学 部 学 生奨 学 型 育 英 型 大 学 院 学 生 G派遣留学生その他 奨 学 型

一人当たり金額
G派遣留学生 Hその他 A経済支援

金額 一人当たり金額金額 一人当たり金額 人数 金額金額 一人当たり金額 人数 金額 一人当たり金額 人数 金額人数 金額 一人当たり金額 人数 人数 金額 人数 金額 一人当たり金額一人当たり金額 人数 金額 一人当たり金額 人数 一人当たり金額 人数 金額 一人当たり金額人数 金額 一人当たり金額一人当たり金額 人数 金額 人数 金額 一人当たり金額 人数人数 金額 一人当たり金額 人数 金額 一人当たり金額
        Ｉ受入留学生

人数 金額 一人当たり金額
Hその他



(人）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度平成17年度

(千円）

(10,577)(10,577)(10,577)(10,577) (10,592)(10,592)(10,592)(10,592) (10,818)(10,818)(10,818)(10,818) (11,896)(11,896)(11,896)(11,896)
(13,339)(13,339)(13,339)(13,339)

(15,201)(15,201)(15,201)(15,201)

(735)(735)(735)(735) (461)(461)(461)(461) (585)(585)(585)(585)
(546)(546)(546)(546)

(836)(836)(836)(836)
(817)(817)(817)(817)

(9 ,471)(9 ,471)(9 ,471)(9 ,471) (9 ,834)(9 ,834)(9 ,834)(9 ,834) (10,004)(10,004)(10,004)(10,004) (10,712)(10,712)(10,712)(10,712)

(11,805)(11,805)(11,805)(11,805)

(12,773)(12,773)(12,773)(12,773)

(2 ,477)(2 ,477)(2 ,477)(2 ,477) (2 ,765)(2 ,765)(2 ,765)(2 ,765)
(2 ,873)(2 ,873)(2 ,873)(2 ,873)

(3 ,088)(3 ,088)(3 ,088)(3 ,088)

(3 ,196)(3 ,196)(3 ,196)(3 ,196)

(3 ,723)(3 ,723)(3 ,723)(3 ,723)

(1 ,405)(1 ,405)(1 ,405)(1 ,405) (1 ,197)(1 ,197)(1 ,197)(1 ,197) (1 ,050)(1 ,050)(1 ,050)(1 ,050)

(1 ,324)(1 ,324)(1 ,324)(1 ,324)

(2 ,007)(2 ,007)(2 ,007)(2 ,007)

(2 ,393)(2 ,393)(2 ,393)(2 ,393)

(1 ,926)(1 ,926)(1 ,926)(1 ,926)
(2 ,276)(2 ,276)(2 ,276)(2 ,276) (2 ,358)(2 ,358)(2 ,358)(2 ,358)

(2 ,348)(2 ,348)(2 ,348)(2 ,348)

(2 ,696)(2 ,696)(2 ,696)(2 ,696)

(2 ,850)(2 ,850)(2 ,850)(2 ,850)

(3 ,043)(3 ,043)(3 ,043)(3 ,043)
(3 ,242)(3 ,242)(3 ,242)(3 ,242) (3 ,460)(3 ,460)(3 ,460)(3 ,460)

(3 ,438)(3 ,438)(3 ,438)(3 ,438)

(3 ,742)(3 ,742)(3 ,742)(3 ,742)

(4 ,629)(4 ,629)(4 ,629)(4 ,629)

(2 ,913)(2 ,913)(2 ,913)(2 ,913)
(2 ,872)(2 ,872)(2 ,872)(2 ,872)

(5 ,024)(5 ,024)(5 ,024)(5 ,024)

(6 ,084)(6 ,084)(6 ,084)(6 ,084)

(6 ,517)(6 ,517)(6 ,517)(6 ,517)

(5 ,147)(5 ,147)(5 ,147)(5 ,147)

(18,306)(18,306)(18,306)(18,306) (18,151)(18,151)(18,151)(18,151)

(17,261)(17,261)(17,261)(17,261)
(16,494)(16,494)(16,494)(16,494)

(17,302)(17,302)(17,302)(17,302)

(16,725)(16,725)(16,725)(16,725)

0

15,000

30,000

45,000

60,000

A.経済支援 B.家計急変・災害援助

C.学業成績優秀 D.入試成績優秀者

E.特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励 F.スポーツ・文化・ボランティア活動優秀

G.派遣留学生 H.その他

I.受入留学生

(278)(278)(278)(278)

(255)(255)(255)(255)(254)(254)(254)(254)(241)(241)(241)(241)(247)(247)(247)(247)
(259)(259)(259)(259)

(344)(344)(344)(344)
(340)(340)(340)(340)(362)(362)(362)(362)(360)(360)(360)(360)(363)(363)(363)(363)(357)(357)(357)(357)

(277)(277)(277)(277)
(314)(314)(314)(314)(306)(306)(306)(306)(329)(329)(329)(329)

(309)(309)(309)(309)

(285)(285)(285)(285) (268)(268)(268)(268)

(347)(347)(347)(347)

(355)(355)(355)(355)
(345)(345)(345)(345)

(320)(320)(320)(320)(317)(317)(317)(317)

-250

250

750

1,250

1,750奨学型

(A+B)

育英型

(C+D+E+F+G)

その他

(H)

受入留学生

(I)

（５）―①全体123大学【学部学生：給費】支給人数と一人当たり平均支給額の推移（平成22年度学内奨学金等制度）

【学内奨学金等支給人数（人）】（左軸）

【学生一人当たり平均支給額（千円）】（右軸）

A.

B.

C.

D.
E.
F.
G.

H.

I.



(8 ,196)(8 ,196)(8 ,196)(8 ,196)

(7 ,136)(7 ,136)(7 ,136)(7 ,136)
(6 ,985)(6 ,985)(6 ,985)(6 ,985)

(7 ,014)(7 ,014)(7 ,014)(7 ,014)
(6 ,714)(6 ,714)(6 ,714)(6 ,714)

(6 ,634)(6 ,634)(6 ,634)(6 ,634)

(132)(132)(132)(132)

(108)(108)(108)(108)
(88)(88)(88)(88) (95)(95)(95)(95)

(98)(98)(98)(98)
(119)(119)(119)(119)

(167)(167)(167)(167)

(97)(97)(97)(97) (261)(261)(261)(261) (264)(264)(264)(264)

(98)(98)(98)(98) (92)(92)(92)(92)

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )
(7 )(7 )(7 )(7 ) (6 )(6 )(6 )(6 )

(0 )(0 )(0 )(0 ) (0 )(0 )(0 )(0 )

(14)(14)(14)(14)

(18)(18)(18)(18)

(65)(65)(65)(65)
(93)(93)(93)(93)

(98)(98)(98)(98)
(111)(111)(111)(111)

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 ) (109)(109)(109)(109)
(109)(109)(109)(109)

(0 )(0 )(0 )(0 ) (0 )(0 )(0 )(0 )

(46)(46)(46)(46)

(61)(61)(61)(61)
(62)(62)(62)(62)

(61)(61)(61)(61)

(54)(54)(54)(54)
(61)(61)(61)(61)

(331)(331)(331)(331)

(308)(308)(308)(308)
(371)(371)(371)(371)

(430)(430)(430)(430)

(486)(486)(486)(486) (480)(480)(480)(480)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

A.経済支援 B.家計急変・災害援助

C.学業成績優秀 D.入試成績優秀者

E.特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励 F.スポーツ・文化・ボランティア活動優秀

G.派遣留学生 H.その他

(人）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度平成17年度

(千円）

奨学型

(A+B)

育英型

(C+D+E+F+G)

その他

(H)

(583)(583)(583)(583)(556)(556)(556)(556)(551)(551)(551)(551)(533)(533)(533)(533)

(527)(527)(527)(527)

(517)(517)(517)(517)

(788)(788)(788)(788)

(754)(754)(754)(754)

(665)(665)(665)(665)

(538)(538)(538)(538)(569)(569)(569)(569)
(599)(599)(599)(599)

(470)(470)(470)(470)
(429)(429)(429)(429)(423)(423)(423)(423)(428)(428)(428)(428)(443)(443)(443)(443)

(463)(463)(463)(463)

0

250

500

750

1,000

（５）―②全体123大学【学部学生：貸与】支給人数と一人当たり平均支給額の推移（平成22年度学内奨学金等制度）

【学生一人当たり平均支給額（千円）】（右軸）

【学内奨学金等支給人数（人）】（左軸）

A.

G.
E.

C.

F.
D.

H.

G.
E.

F.
D.

G.
E.

F.

D.

G.

E.
F.

D. G.
E.

B.

G.
E.

F.

D.
F.

D.



(2 ,008)(2 ,008)(2 ,008)(2 ,008) (2 ,129)(2 ,129)(2 ,129)(2 ,129) (1 ,957)(1 ,957)(1 ,957)(1 ,957) (1 ,952)(1 ,952)(1 ,952)(1 ,952) (2 ,203)(2 ,203)(2 ,203)(2 ,203) (2 ,485)(2 ,485)(2 ,485)(2 ,485)

(11)(11)(11)(11) (4 )(4 )(4 )(4 )
(22)(22)(22)(22) (17)(17)(17)(17)

(9 )(9 )(9 )(9 )
(11)(11)(11)(11)

(5 ,113)(5 ,113)(5 ,113)(5 ,113)
(5 ,430)(5 ,430)(5 ,430)(5 ,430)

(5 ,623)(5 ,623)(5 ,623)(5 ,623) (5 ,867)(5 ,867)(5 ,867)(5 ,867)
(5 ,917)(5 ,917)(5 ,917)(5 ,917) (5 ,556)(5 ,556)(5 ,556)(5 ,556)

(1 ,609)(1 ,609)(1 ,609)(1 ,609)
(1 ,639)(1 ,639)(1 ,639)(1 ,639) (1 ,627)(1 ,627)(1 ,627)(1 ,627)

(1 ,706)(1 ,706)(1 ,706)(1 ,706)
(1 ,925)(1 ,925)(1 ,925)(1 ,925) (2 ,236)(2 ,236)(2 ,236)(2 ,236)(785)(785)(785)(785)

(643)(643)(643)(643) (712)(712)(712)(712)
(620)(620)(620)(620)

(671)(671)(671)(671)
(717)(717)(717)(717)

(23)(23)(23)(23)
(29)(29)(29)(29) (19)(19)(19)(19) (11)(11)(11)(11)

(21)(21)(21)(21)

(15)(15)(15)(15)

(112)(112)(112)(112)
(82)(82)(82)(82) (227)(227)(227)(227)

(216)(216)(216)(216)

(108)(108)(108)(108)

(144)(144)(144)(144)

(2 ,192)(2 ,192)(2 ,192)(2 ,192)
(2 ,253)(2 ,253)(2 ,253)(2 ,253)

(2 ,473)(2 ,473)(2 ,473)(2 ,473)
(2 ,832)(2 ,832)(2 ,832)(2 ,832)

(3 ,240)(3 ,240)(3 ,240)(3 ,240)
(3 ,084)(3 ,084)(3 ,084)(3 ,084)

(4 ,035)(4 ,035)(4 ,035)(4 ,035)

(4 ,578)(4 ,578)(4 ,578)(4 ,578)

(4 ,993)(4 ,993)(4 ,993)(4 ,993) (5 ,159)(5 ,159)(5 ,159)(5 ,159)

(5 ,300)(5 ,300)(5 ,300)(5 ,300)

(6 ,574)(6 ,574)(6 ,574)(6 ,574)
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A.経済支援 B.家計急変・災害援助

C.学業成績優秀 D.入試成績優秀者

E.特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励 F.スポーツ・文化・ボランティア活動優秀

G.派遣留学生 H.その他

I.受入留学生

(人）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度平成17年度

(千円）

(412)(412)(412)(412)

(425)(425)(425)(425)(411)(411)(411)(411)
(390)(390)(390)(390)

(377)(377)(377)(377)(371)(371)(371)(371)

(424)(424)(424)(424)
(406)(406)(406)(406)(385)(385)(385)(385)

(380)(380)(380)(380)

(399)(399)(399)(399)(384)(384)(384)(384)

(222)(222)(222)(222)(237)(237)(237)(237)
(209)(209)(209)(209)

(183)(183)(183)(183)(195)(195)(195)(195)(192)(192)(192)(192)

(324)(324)(324)(324)(337)(337)(337)(337)(333)(333)(333)(333)(321)(321)(321)(321)(316)(316)(316)(316)(315)(315)(315)(315)

-250

250

750

1,250

1,750

奨学型

(A+B)

育英型

(C+D+E+F+G)

その他

(H)

受入留学生

(I)

（５）―③全体123大学【大学院学生：給費】支給人数と一人当たり平均支給額の推移（平成22年度学内奨学金等制度）

【学生一人当たり平均支給額（千円）】（右軸）

【学内奨学金等支給人数（人）】（左軸）

A.

B.

C.

D.

E.
F.
G.
H.

I.



(1 ,348)(1 ,348)(1 ,348)(1 ,348) (1 ,340)(1 ,340)(1 ,340)(1 ,340)

(1 ,085)(1 ,085)(1 ,085)(1 ,085)
(1 ,174)(1 ,174)(1 ,174)(1 ,174) (1 ,079)(1 ,079)(1 ,079)(1 ,079)

(1 ,214)(1 ,214)(1 ,214)(1 ,214)

(1 )(1 )(1 )(1 ) (2 )(2 )(2 )(2 )

(2 )(2 )(2 )(2 )

(2 )(2 )(2 )(2 )

(5 )(5 )(5 )(5 )

(4 )(4 )(4 )(4 )

(40)(40)(40)(40) (37)(37)(37)(37)

(34)(34)(34)(34)

(33)(33)(33)(33)

(31)(31)(31)(31)

(32)(32)(32)(32)
(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )
(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(3 )(3 )(3 )(3 )

(0 )(0 )(0 )(0 )
(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )
(2 )(2 )(2 )(2 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(1 )(1 )(1 )(1 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(0 )(0 )(0 )(0 )

(178)(178)(178)(178) (163)(163)(163)(163)

(444)(444)(444)(444)

(437)(437)(437)(437)

(181)(181)(181)(181)

(163)(163)(163)(163)
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A.経済支援 B.家計急変・災害援助

C.学業成績優秀 D.入試成績優秀者

E.特定試験・特定研修・学術褒章・教育奨励 F.スポーツ・文化・ボランティア活動優秀

G.派遣留学生 H.その他

(764)(764)(764)(764)

(787)(787)(787)(787)

(745)(745)(745)(745)
(732)(732)(732)(732)

(765)(765)(765)(765)(773)(773)(773)(773)

(389)(389)(389)(389)

(403)(403)(403)(403)
(403)(403)(403)(403)

(431)(431)(431)(431)
(448)(448)(448)(448)(445)(445)(445)(445)

(788)(788)(788)(788)

(821)(821)(821)(821)

(599)(599)(599)(599)
(600)(600)(600)(600)

(862)(862)(862)(862)(855)(855)(855)(855)

300

550

800

奨学型

(A+B)

育英型

(C+D+E+F+G)

その他

(H)

(人）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度平成17年度

(千円）

（５）―④全体123大学【大学院学生：貸与】支給人数と一人当たり平均支給額の推移（平成22年度学内奨学金等制度）

【学生一人当たり平均支給額（千円）】（右軸）

【学内奨学金等支給人数（人）】（左軸）

B.

C.

D.
E.
F.
G.

H.

A.

G.
Ｆ.
E.
D.

G.
Ｆ.
E.

D.

G.

Ｆ.
E.

D.

G.
Ｆ.
E.

D.

G.
Ｆ.
E.

D.
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５．テーマ設問 
「平成２２年度以降の外国人留学生への授業料等減免制度の現状」集計結果 

 

 

 

【Ｑ１ＳＱ１：平成２２年度の対応について】  

※平成 21年度に「授業料減免学校法人援助」の対象となる授業料減免制度があった 110 大学の回答 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

【Ｑ１ＳＱ１－１：制度を廃止した理由（複数回答）】           【Ｑ１ＳＱ１－２：制度内容について（複数回答）】 

※Ｑ１ＳＱ１で制度を廃止した２大学の回答               ※Ｑ１ＳＱ１で制度を継続した 108 大学の回答 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度以降「授業料減免学校法人援助（外国人

留学生就学援助補助金）」は廃止されたが、平成21年

度まで補助金の対象となる授業料減免制度があった

大学のうち108大学（98.2％）が、平成22年度も制度

を継続した。平成22年度に廃止したのは２大学

（1.8％）のみであった。 

平成２２年度以降の外国人留学生への授業料等減免制度 

* 
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（47）

1.8

98.2

平成22年度に制度を廃止した 平成22年度も制度を継続した

(%)
 

Q1SQ1-2 その他の内容

n=2 平成22年度以降の入学者の減免率を変更した

予算を削減した

Q1SQ1-1 その他の内容

n=1 入学金減免など新たな奨学金制度の導入
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【Ｑ１ＳＱ２：平成２３年度の対応について】  

※平成 22年度に「授業料減免学校法人援助」の対象となる授業料減免制度があった 108 大学の回答 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【Ｑ１ＳＱ２－１：制度を廃止した理由（複数回答）】           【Ｑ１ＳＱ２－２：制度内容について（複数回答）】 

※Ｑ１ＳＱ２で制度を廃止した２大学の回答               ※Ｑ１ＳＱ２で制度を継続した 106 大学の回答 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ２：授業料減免制度の対象となっている外国人留学生の割合】 
Ｑ１ＳＱ２で平成 23年度も制度を継続した 106 大学の回答 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（5） 

制度の対象となる外国人留学生の比率 

平成22年度に外国人留学生への授業料減免制度を

継続した大学のうち106大学（98.1％）が、平成23年

度も制度を継続している。 

平成23年度に廃止したのは２大学（1.9％）のみで

あった。 

1.9 

98.1 

平成23年度に制度を廃止した 平成23年度も制度を継続した
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 Q1SQ2-2 その他の内容

n=3 大学院生の減免制度は23年度入学者より廃止

予算を削減した

平成23年度入学生から、成績により翌年の減免率を変えることとした

3.8 * 
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受け入れている外国人留学生のうち、どの程度の割

合が制度の対象となっているか、おおよその割合をた

ずねた。32大学（30.2％）が90％、22大学（20.8％）

が100％と回答し、全体の半数（51.0％）を占めてい

る。 
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【Ｑ３：選考基準はあるか】                         【Ｑ３ＳＱ１：選考基準の内容（複数回答）】 

Ｑ１ＳＱ２で平成 23年度も制度を継続した 106 大学の回答    Ｑ３で選考基準があると回答した 84大学の内容 
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制度内容 

（5） 

79.2 

20.8 

ある ない

(%)

 

Ｑ3ＳＱ1-3 収入に関する

n=39 基準の内容

●経済的に就学が困難であること(8)

●月額収入が13万円を超える者は除外

●月収25万円以下

●仕送り（授業料関係を除く）9万円以下の者とする

●主たる家計支持者の年収（日本円換算）

●他の奨学金が月額８万円未満、在日扶養者の年収が５００万円未満

●本人が申告した収入を基に選考

●書類審査による(4)

●申請書を提出

●貸室賃貸借契約書、扶養者が国内の場合源泉徴収票

●自己申告票による

●学生の記入した調査票を基に審査

●授業料減免申請書に経済状況を記入させ審査する

●提出書類の確認

●調書により経済状況を確認している

●教授会や学生部長による面談、審査(4)

●選考委員会の選考(1)

●教授会の推薦により部長会で決定

●日本学生支援機構大学院1種奨学金受給資格（2）

●学習奨励費の基準に準ずる

●仕送り、住宅家賃、その他奨学金の有無

●仕送り額を確認する

●日本国内に主たる家計支持者がいない

ある  84大学（79.2％） 

ない  22大学（20.8％） 

Ｑ3ＳＱ1-4 その他の

n=27 基準の内容

その他の内容 基準の内容

オリエンテーションの出席
減免を申請したい学生は必ずオリエンテーションに出席するただし、

諸事情がある場合は事前に窓口に相談させ対応する

委員会による審査 国際交流センターによる書類審査

学籍に関する基準 留年した者、休学中の者は受給対象外

学納金納入と提出書類
前年度および当年度春学期の学納金を所定の期日までに完納して

いること　規程の期日までに所定の申請書類を提出していること

休学 全期休学した者は除外

経済的困窮具合 申請書に記入の収入・支出項目全額にて経済状況を把握

国・地域別基準 おおまかに、国・地域の経済水準により受給対象者を配分している

査証資格 「留学」であること

取得単位 （記入なし）

修業年限 修業年限内の者

出席日数 授業出席日数2/3以上

進級 留年している場合は不可

全留学生 （記入なし）

対象者の制限 最短修業年限を超えた学生は対象にならない

Ｑ3ＳＱ1-1 成績に関する

n=73 基準の内容
● GPAによる基準（8）
● 学習奨励費に準ずる成績係数を基準学部1.5以上、研究科2.5以上
● 前年度学業成績係数が1.9以上

● 評価係数を算出
● 成績評価係数を算出し選考

● 既修得単位数

● 1～3年生は一学期の修得単位数が14単位以上であること
● 学年ごとに基準修得単位を設けている
（2年：30単位以上、3年：60単位以上、4年：90単位以上）

● 学年毎に最低修得単位数を規定
● 出席日数、取得単位数が少ない者は受給対象外
● 所定の単位数を前年度に修得する、大学独自のポイント
● 前年度16単位以上
● 各学期での総取得単位数

● 前年度の取得単位数
● 前年度取得単位が20単位以下の者は除外
● 年次ごとに取得すべき単位数を決めている
● 前年度の必修単位数が少ないものは対象外

● 書類選考（4）
● 成績表の確認（3）
● 前年度成績通知書の提出
● 前年度の成績をもとに審査する

● 不可の評価がない者
● 学業成績が良好で成業の見込みがある者

● 前年度成績に基づき研究科教授会で審査

● 学生部長による面談等による審査
● 教授会の推薦により部長会で決定
● 学科会議
● 博士課程委員会で総合的に判定する

● 選考委員会で選考（1）

● 入学試験、高校の成績
● 入試の成績順に％を決定（学部）

● 入試成績及び在籍時の学業成績を基に選考

● 成績不振で卒業の見込みがない者は除外
● 正規卒業年限内に可能かどうか

● 出席、履修状況により支給しない場合がある

● 前年度留年、入学後２回留年は対象外

● 前年度成績／成績評価係数／出席日数良好

● 2年次以上について、前年度までの成績、
進級状況を国際交流センターにて確認する

● 一定基準以上の日本語能力を有していること
● 私費外国人留学生授業料減免に関する規程による

Ｑ3ＳＱ1-2 人物に関する
n=30 基準の内容

●面接や個人面談（11）

●書類審査や面接（4）

●選考委員や教授会の推薦(5)

●学業継続の意思(4)

●国際交流への参加、在留資格の確認
●在留資格「留学」以外の者、休学者は対象外
●人物学業ともに優れ学問研究に熱意を有していること
●日々の生活態度等を審査

●私費外国人留学生授業料減免に関する規程による
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【Ｑ４：納入授業料全体が減免の対象となっているか】        【Ｑ４ＳＱ１：全体が減免対象となる場合のおおよその減免率】 

Ｑ１ＳＱ２で平成 23年度も制度を継続した 106 大学の回答     Ｑ４で全体が減免対象になると回答した 20大学の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ５：納入授業料全体が減免の対象となっていない場合の費目ごとのおおよその減免率】 

【Ｑ５ＳＱ１：入学金の減免率】 

Ｑ４で全体が減免対象ではないと回答した 86大学の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ５ＳＱ１：授業料の減免率】 

Ｑ４で全体が減免対象にならないと回答した 86大学の内容 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ５ＳＱ３：その他の減免率】 

Ｑ４で全体が減免対象にならないと回答した 86大学の内容 

 

 

Ｑ5ＳＱ3 その他の

n=25 減免率の内容

●施設設備費等(14)

●教育充実費(4)

●維持料・諸会費など（2）

●実験実習費(2)

●大学院入学金

●諸費

●協定大学の場合  

18.9 

81.1 

納入授業料全体が対象 納入授業料全体が対象ではない

(%)

 

（24） 

制度の対象となる納入授業料等の費目 
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Ｑ5ＳＱ3 その他の

n=25 減免率の内容

●施設設備費等(14)

●教育充実費(4)

●維持料・諸会費など（2）

●実験実習費(2)

●大学院入学金

●諸費

●協定大学の場合

全体が対象     20大学（18.9％） 

全体が対象ではない 86大学（81.1％） 
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【Ｑ６：平成 24年度の対応（複数回答）】 

Ｑ１ＳＱ２で平成 23年度も制度を継続した 106 大学の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ７：制度変更内容の詳細】 

【Ｑ７ＳＱ１：減免率】 

Ｑ６で平成 24年度に制度を変更することを決定済みの９大学の回答 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ７ＳＱ２：選考基準や採用人数】 

Ｑ６で平成 24年度に制度を変更することを決定済みの９大学の回答 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ７ＳＱ３：その他】 

Ｑ６で平成 24年度に制度を変更することを決定済みの９大学の回答 

 

 

 

 

 

 

平成24年度の対応をどのように考えているかた

ずねたところ、「平成23年度と同じ内容で継続する

ことを検討中」が48大学（45.3％）、「平成23年度

と同じ内容で継続することを決定済み」が36大学

（34.0％）と全体の約８割を占めている。 

12） 

平成 24 年度以降の制度検討状況 

減免率の変更を決定済  ３大学（33.3％） 

減免率の変更を検討中  ０大学 

減免率の変更は行わない ４大学（44.4％） 

今のところ未定     ２大学（22.2％） 

 

※小数点第二位を四捨五入のため数値合計が100％ではない 

選考基準や採用人数の変更を決定済  ４大学（44.4％） 

選考基準や採用人数の変更を検討中  ０大学 

選考基準や採用人数の変更は行わない ２大学（22.2％） 

今のところ未定           ３大学（33.3％） 

 

※小数点第二位を四捨五入のため数値合計が100％ではない 

 

その他の変更を決定済  ０大学 

その他の変更を検討中  １大学（11.1％） 

その他の変更は行わない ０大学 

今のところ未定     ０大学 

無回答         ８大学（88.9％） 

Ｑ7ＳＱ3 その他の

n=1 検討の内容

●継続審査基準
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【付 録】 



※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

平成２３年度奨学金等調査（平成２２年度実績）実施要項 
 

社団法人日本私立大学連盟 

学 生 委 員 会  

Ⅰ 本調査実施の目的 

本調査は、加盟大学における奨学金等制度の実態、日本学生支援機構の奨学金受給状況を把握し、

加盟各大学の学生経済援助施策の企画・立案に資するとともに、当連盟の各種事業活動に役立てるこ

とを目的として実施します。 

 

Ⅱ 調査内容 

データ設問 

【学内奨学金等制度に関する調査】 

・各大学における学内奨学金等制度による奨学金等の平成２２年度の支給実績について調査するも

のです。なお、特待生制度を含む授業料等の減免制度も調査対象となります。 

【日本学生支援機構奨学金に関する調査】 

・各大学における平成２２年度日本学生支援機構奨学金新規採用実績及び日本学生支援機構奨学生

総件数（新規及び継続合計）について調査するものです。 

テーマ設問 

【平成２２年度以降の外国人留学生への授業料等減免制度の現状】 

 

Ⅲ 実施期間 

平成２３年８月２２日（月）～９月３０日（金） 

 

Ⅳ 問い合わせ 

【本調査に関する問い合わせ】 

  社団法人日本私立大学連盟 教学支援担当（権藤、中道） 

    電 話：03－3262－3603（直通）  メール：kyogaku@shidairen.or.jp 

 【調査回答用ＨＰ（ログイン後）の動作に関する問い合わせ】 

  株式会社ウェイヴインターナショナル（企画室：觜本
はしもと

） 

    電 話：03－6226－6151      メール：hashimoto@wave-int.co.jp 

 

 

[目  次] 

 回答方法 ..................................................................... 2 

 調査結果の公表について ........................................................ 2 

【重要】データ設問：制度分類表の変更について ................................... 2 

【重要】データ設問：制度区分の新設について ..................................... 3 

 データ設問の記入要項.......................................................... 3 

 本調査における用語の定義 ...................................................... 4 

 データ設問の調査票入力項目の説明 .............................................. 5 

   Ⅰ 学内奨学金等制度に関する調査 .......................................... 5 

   Ⅱ 日本学生支援機構奨学金に関する調査 .................................... 9 

※本年度の調査は、データ設問とテーマ設問で構成しています。２頁の[回答方法]や別紙「平成２３ 

年度奨学金等調査（平成２２年度実績）調査項目一覧」をご確認ください。

※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

[回答方法] 

 データ設問とテーマ設問で構成する本調査は、「インターネット調査」形式にて実施します。 

別紙「平成２３年度奨学金等調査（平成２２年度実績）調査項目一覧」をご確認の上、下記 URL に

アクセスして、ご回答ください。 

https://www.wave-int.co.jp/shidairen/shogakukin/index.cgi 

 

【留意点】 

 

【回答イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[調査結果の公表について] 

１. 調査結果は、報告書としてとりまとめ、加盟各大学に配付します。 

２. 「データ設問」は、大学ごとに集計します。本連盟が個別大学の数値を加盟大学以外に公表す

ることはありません。「テーマ設問」は、加盟大学全体で集計・分析します。 

３. 本連盟ホームページの加盟大学専用ページ「データライブラリー」にも掲載する予定です（「デ

ータライブラリー」を利用するには、予め利用登録が必要です。データライブラリーには過去の

調査結果も掲載しています）。 

 

 

[【重要】データ設問：制度分類表の変更について] 

データ設問の「学内奨学金等制度に関する調査」について、今回（平成２３年度）の調査から制度

分類表（６、８頁参照）を一部変更しました。 

調査票には昨年度（平成２２年度）のデータ（平成２１年度実績）が入力されていますが、「分類」

欄のデータは、制度分類表の変更を反映して、当連盟で修正済みです。 

制度分類表の変更点は、５頁以降の[データ設問の調査票入力項目の説明]部分に記載していますの

で、回答時にご確認ください。 

 ・１大学１回答のみ有効となります。 

 ・奨学金部門責任者あるいはそれに準ずる方がご回答ください。 

 ・ご回答に際しては、大学ごとのＩＤ並びにパスワードが必要となります。貴大学のＩＤ並びにパ

スワードは、会員代表者宛に通知しております。 

調査回答用ＨＰ（https://www.wave-int.co.jp/shidairen/shogakukin/index.cgi） 

データ設問：調査票（ｴｸｾﾙﾌｧｲﾙ）をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ テーマ設問：WEB 上で回答・送信 

データ設問：回答 

データ設問：E-mail でデータ送信 

集計・分析業者へ 

※テーマ設問は、平成２１年度に授

業料減免学校法人援助（外国人留学

生修学援助費補助金）の対象となる

外国人留学生に対する授業料等減免

制度がなかった大学は、回答不要で

す。 



※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

[【重要】データ設問：制度区分の新設について] 

データ設問の「学内奨学金等制度に関する調査」について、今回（平成２３年度）の調査から、調

査票に「区分」欄を新設しました。本調査で回答いただく学内奨学金等制度ごとに、「給費」「貸与」

「減免」いずれかを選択してください。「給費」「貸与」「減免」の定義は、４頁の[本調査におけ

る用語の定義]に記載しています。 

 

[データ設問の記入要項] 

各調査票の記入方法、回答にあたってのお願いなどをまとめていますので、回答前にご一読いただ

き、その上で各調査票にご回答ください。 

【各調査票－共通事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．調査票は下記URL よりダウンロードしてください。 

https://www.wave-int.co.jp/shidairen/shogakukin/index.cgi 

 ※ダウンロードに際しては、大学ごとのＩＤ並びにパスワードが必要となります。貴大学のＩＤ

並びにパスワードは、会員代表者宛に通知しております。 

 

２．ダウンロードした調査票（エクセルファイル）には５種類のシートが入っています。 

【エクセルファイル内のシート】 

・平成２３年度奨学金等調査 事務連絡者名簿 

・Ⅰ①学内奨学金等制度（学部学生） 

・Ⅰ②学内奨学金等制度（大学院学生） 

・Ⅰ③学内給費奨学金等制度（受入れ留学生） 

・Ⅱ日本学生支援機構奨学金に関する調査 

※前回（平成２２年度）調査に回答いただいた大学へ 

エクセルファイル内のシートには平成２２年度調査のデータ（平成２１年度実績）が入力

されていますので、本年度（平成２２年度実績）に修正してください。なお、調査票Ⅰ①

～③について、平成２２年度に新規創設した制度等（入力されていない制度）については、

調査票に新規入力してください。 

 

３．入力終了後、保存の上、下記メールアドレスまで添付送信してください。なお、データを保存

の際、ファイル名はダウンロードした際のファイル名[23shogakukin_dataXXX（3桁の数字）.xls]

とし、変更をしないでください。 

   データ送信先：shogaku@shidairen.or.jp 

 

４．金額を入力する回答欄には、「千円単位」で入力してください（たとえば、150,500 円は百円

の位を切り捨てて「150」[千円]となります）。 

 

５．予め用意してある調査票の行数で回答が収まらない場合には、エクセルの「編集」メニューか

ら「シートのコピー」をして、複数枚に分けてご回答ください。 

 

６．「平成２３年度事務連絡者名簿」には、すべての項目につきまして、必ず入力してください。

※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

[本調査における用語の定義] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学内奨学金等制度の定義】 

学内奨学金等とは、学校法人の会計を通して、正規学生に給費あるいは貸与される奨学金のほ

か、授業料等の減免を含みます。 

１. 奨学金の原資は、奨学基金の運用により生ずる収入であるかどうかを問いません（いわゆる

経常費収入を原資とするものを含みます）。 

２. 学内奨学金には、篤志家が学校法人に指定寄付を行った基金を原資とするいわゆる「冠」奨

学金を含みます。その基金を永続的に維持するかどうかは問いません。 

３. 校友会等や教育後援会等からの寄付金収入を原資とする奨学金も含みます。 

４. 教育ローン等で原資が学校法人以外の金融機関等であるものは含みません。 

５. 教育ローンの利子補給を奨学金として経常費等で行った場合は、利子部分のみを学内奨学金

としてください。 

６. 一時預り金等、学校法人の会計を通るものでも、それが真に一時的・名目的なものであって

すぐに奨学生に支払うものである場合には、含みません（例えば財団などの奨学金で一旦大学

が収納して、改めて奨学生に支払うケースがこれに該当します）。 

７. 正規学生を調査対象とします。別科生、科目等履修生については調査の対象には含みません。 

 
【給費（給付・給与）奨学金、貸与（貸費）奨学金、授業料等減免の定義】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）授業料が100 万円の場合 

・授業料 100 万円が納入された後、50 万円を給付する  ⇒ 給費奨学金に該当 

・授業料 100 万円が納入された後、50 万円を貸し付ける ⇒ 貸与奨学金に該当 

・授業料等を免除もしくは予め減額された金額を納入する場合 ⇒ 授業料等減免に該当 

 

【対象となる奨学基金の定義】 

  本調査では、第３号基本金引当資産のうち、寄付者の意思又は学校法人独自で設定した奨学

基金が対象となります。 

基本金とは、「学校法人が、その諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するため

に維持すべきものとして、その帰属収入のうちから組み入れた金額」をいいます（学校法人会

計基準第29条）。 

  その基本金は、第１号基本金から第４号基本金まであり、第３号基本金は、（奨学基金、研

究基金、国際交流）「基金として継続的に保持し、かつ、運用する金銭その他の資産の額」に

相当する金額を組み入れるものとされています（同基準第 30条第１項第３号）。 

第３号基本金の対象となる資産には、元本を継続的に保持運用することにより生じる果実を

教育研究活動に使用するために、寄付者の意思又は学校法人独自で設定した奨学基金、研究基

金、海外交流基金等が該当し、これらが第３号基本金引当資産となります（第３号基本金引当

資産は、通常「○○特定資産」と表示されます）。 

奨学金等 

奨学金 授業料等減免 

給費奨学金 

＝返還を要さない 

貸与奨学金 

＝返還を要する 

※「授業料等」には以下を含みます。 

入学金／授業料／施設設備費／実験・実習・

体育費／教育充実費特別納付金／維持費他 



※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

[データ設問の調査票入力項目の説明] 

Ⅰ 学内奨学金等制度に関する調査 

 

１．「①学内奨学金等制度（学部学生）－平成２２年度実績－」及び「②学内奨学金制度（大学院学

生）－平成２２年度実績－」について 

 

（１）「名称」 

当該奨学金等制度の名称（正式名称がない場合には、学内で学生に周知している名称）を入

力してください。 

※１ 当該奨学金等制度が同一の名称で給費・貸与の両方を含んでいるときには、「○○奨

学金（給費）」、「○○奨学金（貸与）」として、分けて入力してください。（【記入

例１】参照） 

【記入例１】 

①　学内奨学金等制度（学部学生）－平成２２年度実績－

（金額単位：千円）

人数 年間給費額 人数 年間貸与額 人数 年間減免額

1 ○○大学奨学金(給費) 給費 継続 A ○ 1年間 100 80,000千円

2 ○○大学奨学金(貸与) 貸与 継続 A × 1年間 100 7,000千円

3 ○○大学学業奨励奨学金 減免 新設 C × 1年間 10 9,600千円

4

大学名

減　　　　免

学内奨学金等制度 平成２２年度支給実績

名　　称
分類

（Ａ～Ｈ）

基金の
有無

支給期間

（給費・貸与）

給　　　費
区分 継続状況

貸　　　　与

 

  

※２ 大学院学生に対する当該奨学金等制度において、支給対象となる課程が二つ以上あると

きには、同一の名称で支給対象となる課程ごとに分けて入力してください。（【記入例

２】参照） 

【記入例２】 

②　学内奨学金等制度（大学院学生）－平成２２年度実績－

（金額単位：千円）

人数 年間給費額 人数 年間貸与額 人数 年間減免額

1 大学院給付奨学金 減免 継続 法科大学院 C ○ ２年間または3年間 5 5,000千円

2 大学院給付奨学金 減免 新設
専門職大学院（法科大

学院を除く）
C ○ 2年間 5 5,000千円

3 大学院給付奨学金 給費 継続
修士課程（専門職大学
院を除く）

C ○ 2年間 5 3,000千円

4 大学院給付奨学金 給費 継続 博士後期課程 C ○ 3年間 5 3,000千円

5 大学院給付奨学金 給費 継続
博士（医･歯･薬･獣医）

課程
C ○ 3年間 5 3,000千円

6

大学名

減　　　　免

学内奨学金等制度 平成２２年度支給実績

名　　称
分類
（Ａ～Ｈ）

基金の
有無

支給期間
（給費・貸与）

給　　　費支給対象
（給費・貸与）

区分 継続状況
貸　　　　与

 

（２）「区分」 

    当該奨学金等制度について「給費」「貸与」「減免」の中から当てはまるものを、プルダウ 

ンメニューより選択してください。 

 

（３）「継続状況」 

    当該奨学金等制度について「継続」「新設」いずれかを、プルダウンメニューより選択して 

ください。 

（４）「②学内奨学金等制度（大学院学生）－平成２２年度実績－」調査票の「支給対象（給費・貸

●この調査は、貴大学における学内奨学金等制度による奨学金等の平成２２年度の支給実績につ

いて調査するものです。なお、特待生制度を含む授業料減免制度、学費免除制度も調査対象とな

ります。 

※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

与）」 

当該奨学金等制度の支給対象となる課程を「修士課程（専門職大学院を除く）」「専門職大

学院（法科大学院を除く）」「法科大学院」「博士後期課程」「博士（医･歯･薬･獣医）課程」

の中から、プルダウンメニューより選択してください。 

※ なお、博士前期課程は「修士課程（専門職大学院を除く）」を選択してください。 

 

（５）「分類（Ａ～Ｈ）」 

下表の[学内奨学金等制度分類表（学部学生・大学院学生）]から、Ａ～Ｈのうち一つを選び、

該当する分類のアルファベットをプルダウンメニューより選択してください。 

※ 当該奨学金等制度において分類が二つ以上該当するときは、同一の名称で分類ごとに分け 

て入力し、切り分けられない場合のみ、「Ｈ（その他の奨学金）」を選択してください。 

平成２３年度調査から制度分類表を一部変更しました。 調査票には平成２２年度のデータ（平成

２１年度実績）が入力されていますが、「分類」欄のデータは、制度分類表の変更を反映して、当連

盟で修正しています（分類Ｄ→Ｃ、Ｇ→Ｄ、Ｈ→Ｇ、Ｉ→Ｈに修正済み）。また、本年度から調査対

象外とする分類Ｃ「一時（短期）貸付金等の形式による奨学金」を昨年度ご回答いただいている場合

は、１行全て削除しています。 

変更事項は、下記の制度分類表に赤字表示しておりますので、回答時に改めてご確認ください。 

 

 [学内奨学金等制度分類表（学部学生・大学院学生）]（※拡大版は、11頁の【別表１】を参照ください。） 

区分 定義 補足

Ａ
経済支援のための奨学金等（もっぱら学費に充てることを前提
にしたものであるが、教育ローンにかかる利子を補助するもの
や入学時貸与奨学金、家賃補助等を含む）

経済的理由により修学困難な学生を対象とする奨学金
奨学生の選考にあたり、経済的要因を学業成績に優先して選考す
る奨学金

Ｂ 家計急変や災害援助等のための奨学金等
家計支持者の失職・死亡等による家計急変や、火災・風水害・地震など
の自然災害により修学困難になった学生を対象とする奨学金

家計急変や災害等を主たる事由として奨学生を選考する奨学金

Ｃ
削除

一時（短期）貸付金等の形式による奨学金
緊急帰省、急病、けが、事故等で緊急にお金が必要となった学生を対
象とする短期的な貸付による奨学金

無担保・無利子で緊急に貸し出すもので、１年以内の短期間に返
還を求める奨学金

Ｄ
Ｃ

学業成績優秀者を対象とした奨学金等 学業成績が特に優れた学生を対象とする奨学金
奨学生の選考にあたり、学業成績を経済的要因に優先して選考す
る奨学金

Ｇ
Ｄ

入試成績の優秀者を対象とした奨学金等
各種入学試験の合格者の中で、特に優れた成績を修めた学生を対象
とする奨学金

奨学生の選考にあたり、入学試験成績を他の要件に優先して選考
する奨学金

Ｅ
特定の試験・研修の受験・受講者を対象とする奨学金や、学術
褒賞・教育研究奨励を目的とする奨学金等

大学が指定・認定する国家試験・研修等への受験者・受講者、当該試
験の合格者、または大学内外において研究成果を認められた者に対し
て、その活動を支援するための奨学金

特定試験の受験を条件とする奨学金、または学業面で特に優れた
成果をあげ学内外で表彰等を受けたことを選考の要件とする奨学
金

Ｆ
スポーツ・文化・ボランティア活動の優秀者を対象とした奨学金
等

大学内外において、スポーツ・文化・ボランティア活動等の分野で顕著
な成果をあげ、または貢献をした学生を対象とする奨学金

スポーツ、文化、ボランティア活動等において顕著な成果をあげ、
または貢献したことを、選考条件とする奨学金

Ｈ
Ｇ

派遣留学生に関する奨学金等
海外の大学に交換留学生等として派遣される学生を対象とする奨学金
（当該留学において取得した単位が認定されるものに限る）

留学生として派遣されることを要件とする奨学金

そ
の
他

Ｉ
Ｈ

その他の奨学金等
上記区分の「奨学型」と「育英型」のどちらにも上記の各項目に該当しな
い奨学金

（１）一つの制度に奨学と育英両方の基準があり、その基準別に対
象学生を人選し、奨学金を支給する場合は、同一の名称で奨学型
の分類と育英型の分類とに分けて回答してください。
（２）１人の学生に支給する奨学金で、奨学型と育英型両方の要因
が含まれる場合は、支給事由の強い方の区分からＡ～Ｇいずれか
の分類を選択してください。

奨
学
型

【注】

分類

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

育
英
型

３．奨学金や減免制度といった名称、支給業務の取扱部署、支給根拠規程等にかかわらず、表彰制度等による報奨金並びに商品券や図書券のように給費する金額が明確なものは奨学金として取り扱う（賞状や記念品
等のように、明確な金額が確定しないものは除く）。

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

 

 

（６）「基金の有無」 

当該奨学金等の原資の全部あるいは一部が、奨学基金（第３号基本金引当資産）の果実であ

る場合は「○」、そうでない場合には「×」をプルダウンメニューより選択してください。 

 

（７）「支給期間（給費・貸与）」 

当該奨学金等制度によって給費・貸与される期間（減免の場合は減免期間）を入力してくだ

さい。たとえば「○年間」「最短修業年限」「２年間または３年間」などを入力してください。 

※ 各種奨励賞のような性格で奨励金として一時金を支給する制度等については、「１回」と

入力してください。 

（８）「平成２２年度支給実績」 



※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

当該奨学金等制度が給費制度であれば「平成２２年度支給実績」の「給費」欄の「人数」及

び「年間給費額」に、貸与制度であれば「貸与」欄の「人数」及び「年間貸与額」に、減免制

度であれば「減免」欄の「人数」及び「年間減免額」に平成２２年度実績を入力してください。 

※１ 制度は存在するが、平成２２年度に支給実績がない場合は「学内奨学金制度」の各欄に 

入力の上、当該奨学金等制度が給費制度であれば「給費」、貸与制度であれば「貸与」、

減免制度であれば「減免」の各欄に「０」と入力してください。 

※２ 「平成２２年度支給実績」の「年間給費額」、「年間貸与額」、「年間減免額」の金額 

は、平成２２年度（平成２２年４月から平成２３年３月）に支払った「人数」全員の実 

支給総額（平成２２年度決算額、単位：千円）を入力してください（予算額ではありま 

せん）。 

 

２．「③学内給費奨学金等制度（受入れ留学生）－平成２２年度実績－」について 

本調査では、受入れ留学生に対する給費奨学金及び授業料等減免を調査対象とし、貸与奨学金に

ついては調査の対象外とします。 

 

（１）「名称」 

当該奨学金等制度の名称（正式名称がない場合には、学内で受入れ留学生に周知している名

称）を入力してください。 

 

※ 「名称」欄には、当該奨学金等制度において学部学生、大学院学生の両方が支給対象に

なる場合は、同一の名称を支給対象ごとに分けて入力してください。 

【記入例】 

③　学内給費奨学金等制度（受入れ留学生）－平成２２年度実績－ 大学名

（金額単位：千円）

人数 年間給費額 人数 年間減免額

1 国際交流奨学金 給費 継続 学部学生 I ○ 2年間 2 1,200千円

2 国際交流奨学金 給費 継続 大学院学生 I ○ 2年間 2 1,200千円

3 ○○大学私費留学生奨学金 減免 新設 学部学生 I × 1年間 60 12,000千円

4 ○○大学私費留学生奨学金 減免 新設 大学院学生 I × 1年間 12 1,800千円

5

減　　　免

学内奨学金等制度

名　　称
分類
( Ｉ ）

基金の
有無

支給期間支給対象区分 継続状況
給　　　費

平成２２年度支給実績

 

（２）「区分」 

当該奨学金等制度について「給費」「減免」いずれかを、プルダウンメニューより選択して

ください。 

 

（３）「継続状況」 

当該奨学金等制度について「継続」「新設」いずれかをプルダウンメニューより選択してく

ださい。 

 

（４）「支給対象」 

当該奨学金等制度の支給対象が学部学生の場合は「学部学生」、大学院学生の場合は「大学

院学生」をプルダウンメニューより選択してください。 

 

（５）「分類（Ｉ）」 

分類Ｉをプルダウンメニューより選択してください。 

平成２３年度調査から制度分類表を一部変更しました。 調査票には平成２２年度のデータ（平成

２１年度実績）が入力されていますが、「分類」欄のデータは、制度分類表の変更を反映して、当連

盟で修正しています（分類J→I、Ｋ→Ｉ、Ｌ→Ｉに修正済み）。 

[学内奨学金等制度分類表（受入れ留学生）] （※拡大版は、12頁の【別表２】を参照ください。） 

※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

定義 補足

Ｊ
I

受入れ留学生に関する奨学金等受入れ留学生授業料減免
受入れ留学生を対象とする奨学金等（入学金免除や奨励金、家賃補助、授業料減免
等を含む）「授業料減免学校法人援助」の対象となる私費外国人及び国費外国人留学

生（大学推薦等）等を対象とする奨学金

私学助成の対象となる奨学金や学費減免

Ｋ

Iに統合
受入れ留学生に関する奨学金 受入れ留学生を対象とする奨学金（Jの授業料減免以外のもの） 留学生として受入れることを要件とする奨学金

Ｌ
Iに統合

その他の奨学金 上記の各項目に該当しない奨学金

【注】

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

３．賞状や記念品などのように、明確な金額が確定しないものは除外する。商品券や図書券のように、給費する金額が明確なものは、奨学金として取り扱う。

分類

 

 

（６）「基金の有無」 

当該奨学金等の原資の全部あるいは一部が、奨学基金（第３号基本金引当資産）の果実であ

る場合は「○」、そうでない場合には「×」をプルダウンメニューより選択してください。 

 

（７）「支給期間」 

当該奨学金等制度によって給費される期間（減免の場合は減免期間）を入力してください。

たとえば、「○年間」「最短修業年限」「２年間または３年間」などを入力してください。 

※ 各種奨励賞のような性格で奨励金として一時金を支給する制度等については、「１回」と 

入力してください。 

 

（８）「平成２２年度支給実績」 

当該奨学金等制度が給費制度であれば「平成２２年度支給実績」の「給費」欄の「人数」及

び「年間給費額」に、減免制度であれば「減免」欄の「人数」及び「年間減免額」に平成２２

年度実績を入力してください。 

※１ 制度は存在するが、平成２２年度に支給実績がない場合は「学内奨学金等制度」の各欄 

に入力の上、当該奨学金等制度が給費制度であれば「給費」、減免制度であれば「減免」

の各欄に「０」と入力してください。 

※２ 「平成２２年度支給実績」の「年間給費額」、「年間減免額」の金額は、平成２２年度 

（平成２２年４月から平成２３年３月）に支払った「人数」全員の実支給総額（平成２２

年度決算額、単位：千円）を入力してください（予算額ではありません）。 

 



※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

Ⅱ 日本学生支援機構奨学金に関する調査 

 

 この調査は、貴大学における平成２２年度日本学生支援機構奨学金新規採用実績及び日本学生支援

機構奨学生総件数（新規及び継続合計）について調査するものです。 

 

１．「①平成２２年度新規採用実績」について 

 

[学部] 

（１）第一種「定期（予約採用）」、第二種「定期（予約採用）」 

新規採用件数を外数で入力してください。 

（２）第一種「定期（在学採用）」、第二種「定期（在学採用）」 

新規採用件数を入力してください。なお、第一種、第二種併用の場合は、それぞれの件数に

含めてください。 

（３）第一種「定期外（緊急採用）」、第二種「定期外（応急採用）」 

新規採用件数を入力してください。 

（４）「（入学時特別増額）」 

第一種、第二種の新規採用件数のうち、入学時特別増額貸与奨学金制度の増額採用となった

件数を合算して入力してください。 

（５）「小計①」「小計②」「総件数（①＋②）」 

入力の必要はありません。 

 

[大学院] 

（１）第一種「定期」、第二種「定期」 

「定期（予約採用）」新規採用件数と「定期（在学採用）」新規採用件数を合算して課程別

に入力してください。なお、博士前期課程は「修士課程（専門職大学院を除く）」欄に入力し

てください。また、第一種、第二種併用の場合は、それぞれの件数に含めてください。 

（２）第一種「定期外（緊急採用）」、第二種「定期外（応急採用）」 

新規採用件数を課程別に入力してください。 

（３）「（入学時特別増額）」 

第一種、第二種の新規採用件数のうち、入学時特別増額貸与奨学金制度の増額採用となった

件数を課程別に合算して、入力してください。 

（４）「小計①」「小計②」「総件数（①＋②）」「合計」 

入力の必要はありません。 

 

２．「②平成２２年度『第二種奨学金（短期留学）』新規採用実績」について 

 

（１）「計」 

    平成２２年度の「第二種奨学金（短期留学）」の新規採用総件数を入力してください。 

 

※ 国内の大学等在学中に、外国の短期大学・大学・大学院に留学をするために奨学金を希望する

人を対象とした「第二種奨学金（短期留学）」です。 

国内の大学・高校を卒業後、諸外国の大学・大学院へ学位取得を目的とする留学のための奨学

金を希望する人を対象とした「第二種奨学金（海外）」ではありません。 

 

 

 

 

 

３．「③奨学生総件数（新規及び継続合計）（平成２３年３月１日現在）」について 

※平成 22年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

 

（１）「学部」の「総件数」 

第一種、第二種ともに、平成２３年３月１日現在在学の奨学生総件数を入力してください。

なお、第一種、第二種併用の場合は、それぞれの件数に含めてください。 

（２）「大学院（課程別総件数）」 

第一種、第二種ともに、平成２３年３月１日現在在学の奨学生総件数を課程別に入力してく

ださい。なお、博士前期課程は「修士課程（専門職大学院を除く）」欄に入力してください。

また、第一種、第二種併用の場合は、それぞれの件数に含めてください。 

（３）「計」及び「合計」 

入力の必要はありません。 

 

 

 

 



※平成 22 年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

【別表１】

区分 定義 補足

Ａ
経済支援のための奨学金等（もっぱら学費に充てることを前提
にしたものであるが、教育ローンにかかる利子を補助するもの
や入学時貸与奨学金、家賃補助等を含む）

経済的理由により修学困難な学生を対象とする奨学金
奨学生の選考にあたり、経済的要因を学業成績に優先して選考す
る奨学金

Ｂ 家計急変や災害援助等のための奨学金等
家計支持者の失職・死亡等による家計急変や、火災・風水害・地震など
の自然災害により修学困難になった学生を対象とする奨学金

家計急変や災害等を主たる事由として奨学生を選考する奨学金

Ｃ
削除

一時（短期）貸付金等の形式による奨学金
緊急帰省、急病、けが、事故等で緊急にお金が必要となった学生を対
象とする短期的な貸付による奨学金

無担保・無利子で緊急に貸し出すもので、１年以内の短期間に返
還を求める奨学金

Ｄ
Ｃ

学業成績優秀者を対象とした奨学金等 学業成績が特に優れた学生を対象とする奨学金
奨学生の選考にあたり、学業成績を経済的要因に優先して選考す
る奨学金

Ｇ
Ｄ

入試成績の優秀者を対象とした奨学金等
各種入学試験の合格者の中で、特に優れた成績を修めた学生を対象
とする奨学金

奨学生の選考にあたり、入学試験成績を他の要件に優先して選考
する奨学金

Ｅ
特定の試験・研修の受験・受講者を対象とする奨学金や、学術
褒賞・教育研究奨励を目的とする奨学金等

大学が指定・認定する国家試験・研修等への受験者・受講者、当該試
験の合格者、または大学内外において研究成果を認められた者に対し
て、その活動を支援するための奨学金

特定試験の受験を条件とする奨学金、または学業面で特に優れた
成果をあげ学内外で表彰等を受けたことを選考の要件とする奨学
金

Ｆ
スポーツ・文化・ボランティア活動の優秀者を対象とした奨学金
等

大学内外において、スポーツ・文化・ボランティア活動等の分野で顕著
な成果をあげ、または貢献をした学生を対象とする奨学金

スポーツ、文化、ボランティア活動等において顕著な成果をあげ、
または貢献したことを、選考条件とする奨学金

Ｈ
Ｇ

派遣留学生に関する奨学金等
海外の大学に交換留学生等として派遣される学生を対象とする奨学金
（当該留学において取得した単位が認定されるものに限る）

留学生として派遣されることを要件とする奨学金

そ
の
他

Ｉ
Ｈ

その他の奨学金等
上記区分の「奨学型」と「育英型」のどちらにも上記の各項目に該当しな
い奨学金

（１）一つの制度に奨学と育英両方の基準があり、その基準別に対
象学生を人選し、奨学金を支給する場合は、同一の名称で奨学型
の分類と育英型の分類とに分けて回答してください。
（２）１人の学生に支給する奨学金で、奨学型と育英型両方の要因
が含まれる場合は、支給事由の強い方の区分からＡ～Ｇいずれか
の分類を選択してください。

奨
学
型

学内奨学金等制度分類表（学部学生・大学院学生）

【注】

分類

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

育
英
型

３．奨学金や減免制度といった名称、支給業務の取扱部署、支給根拠規程等にかかわらず、表彰制度等による報奨金並びに商品券や図書券のように給費する金額が明確なものは奨学金として取り扱う（賞状や記念品
等のように、明確な金額が確定しないものは除く）。

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

 
 

※平成 22 年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

 

 

【別表２】

定義 補足

Ｊ
I

受入れ留学生に関する奨学金等受入れ留学生授業料減免
受入れ留学生を対象とする奨学金等（入学金免除や奨励金、家賃補助、授業料減免
等を含む）「授業料減免学校法人援助」の対象となる私費外国人及び国費外国人留学

生（大学推薦等）等を対象とする奨学金

私学助成の対象となる奨学金や学費減免

Ｋ
Iに統合

受入れ留学生に関する奨学金 受入れ留学生を対象とする奨学金（Jの授業料減免以外のもの） 留学生として受入れることを要件とする奨学金

Ｌ
Iに統合

その他の奨学金 上記の各項目に該当しない奨学金

【注】

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

３．賞状や記念品などのように、明確な金額が確定しないものは除外する。商品券や図書券のように、給費する金額が明確なものは、奨学金として取り扱う。

学内奨学金等制度分類表（受入れ留学生）

分類

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

社団法人 日本私立大学連盟 

平成２３年度奨学金等調査（平成２２年度実績）調査項目一覧 
 

平成２３年度奨学金等調査は「データ設問」と「テーマ設問」についてご回答いただきます。以下に

列挙する調査項目は、ご回答に際して内容を事前にご確認いただくためにお示しするものです。 

平成２３年度奨学金等調査 事務連絡者名簿 

Ⅰ①学内奨学金等制度（学部学生） 

Ⅰ②学内奨学金等制度（大学院学生） 

Ⅰ③学内給費奨学金等制度（受入れ留学生） 

Ⅱ日本学生支援機構奨学金に関する調査 

 

 

※平成２１年度に授業料減免学校法人援助（外国人留学生修学援助費補助金）の対象となる外国人留学 

生に対する授業料等減免制度がなかった大学は、回答不要です。 

 

【「授業料減免学校法人援助」廃止に伴う平成２２年度以降の外国人留学生への授業料等減免について】 

Ｑ１．平成２１年度に授業料減免学校法人援助（外国人留学生修学援助費補助金）の対象となってい 

た外国人留学生に対する授業料等減免制度に関する貴大学の対応についてお聞きします。 

ＳＱ１．平成２２年度の対応についてお聞きします【選択】 

・平成２２年度に制度を廃止した →ＳＱ１－１へ進んでください 

・平成２２年度も制度を継続した →ＳＱ１－２へ進んでください 

ＳＱ１－１．外国人留学生への授業料等減免制度を廃止した理由は何ですか？ 

【選択（複数可）】 

・奨学金制度に変更した 

・財源確保が困難 

・その他（                    ） 

⇒調査は終了です。 

ＳＱ１－２．制度の内容はどうされましたか？【選択（複数可）】 

・平成２１年度の内容を継続 

・減免率を変更した 

・採用基準や採用人数を変更した 

・その他（                    ） 

⇒ＳＱ２へ進んでください。 

ＳＱ２．平成２３年度の対応についてお聞きします【選択】 

・平成２３年度に制度を廃止した →ＳＱ２－１へ進んでください 

・平成２３年度も制度を継続した →ＳＱ２－２へ進んでください 

ＳＱ２－１．外国人留学生への授業料等減免制度を廃止した理由は何ですか？ 

【選択（複数可）】 

・奨学金制度に変更した 

・財源確保が困難 

・その他（                    ） 

⇒調査は終了です。 

データ設問：学内奨学金等制度に関する調査、日本学生支援機構奨学金に関する調査 

テーマ設問：平成２２年度以降の外国人留学生への授業料等減免制度の現状 

 

ＳＱ２－２．制度の内容はどうされましたか？【選択（複数可）】 

・平成２２年度の内容を継続 

・減免率を変更した 

・採用基準や採用人数を変更した 

・その他（                    ） 

 

 

※Ｑ１ＳＱ２で、「平成２３年度も制度を継続した」とお答えの大学は、以下のＱ２以降の平成２３ 

年度の制度内容についてご回答ください。 

 

 

【制度の対象となる外国人留学生について】 

Ｑ２．貴大学で受け入れている外国人留学生のうち、どの程度の割合が授業料等減免制度の対象とな

っていますか？おおよそのパーセンテージでお答えください【選択】  

 10％未満   10％台   20％台   30％台   40％台 

 50％台    60％台   70％台   80％台   90％台   100％ 

 

【制度内容について】 

Ｑ３．外国人留学生の授業料等減免制度対象者の選考基準はありますか？【選択】  

・ある ⇒Ｑ３ＳＱ１へ進んでください 

・ない ⇒Ｑ４へ進んでください 

Ｑ３ＳＱ１．どのような基準ですか？あてはまるものをすべて選んで、具体的な選考方法をご記 

入ください【選択】 

      ・成績に関する基準がある（選考方法：                   ） 

      ・人物に関する基準がある（選考方法：                   ） 

・収入に関する基準がある（選考方法：                   ） 

・その他（      ）（選考方法：                   ） 

 

Ｑ４．貴大学の外国人留学生に対する授業料減免制度では納入授業料等全体が減免の対象となってい 

いますか？【選択】 

・納入授業料等全体が減免の対象となっている ⇒Ｑ４ＳＱ１へ進んでください 

・納入授業料等全体が減免の対象となっていない ⇒Ｑ５へ進んでください 

Ｑ４ＳＱ１．おおよその減免率を選んでください【選択】 

       10％未満   10％台   20％台   30％台   40％台 

       50％台    60％台   70％台   80％台   90％台   100％ 

 

Ｑ５．下表１～３の納入授業料等の費目ごとに、おおよその減免率を選んでください【選択】 

 0％ 10％ 

未満 

10％ 

台 

20％ 

台 

30％ 

台 

40％ 

台 

50％ 

台 

60％ 

台 

70％ 

台 

80％ 

台 

90％ 

台 

100％ 

1.入学金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2.授業料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3.その他 

（     ） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

【平成２４年度以降の制度検討状況について】 

Ｑ６．外国人留学生への授業料等減免制度について、平成２４年度の対応はどのようにお考えですか 



 

【選択】 

 

・平成２３年度と同じ内容で継続することを決定済 

・平成２３年度と同じ内容で継続することを検討中 

・制度内容を変更することを決定済 ⇒Ｑ７へ進んでください 

・制度内容を変更する方向で検討中 

・制度の廃止を決定済 

・制度を廃止する方向で検討中 

 

Ｑ７．授業料等減免制度の内容について、下表１～３ごとに、変更に向けた検討状況をお答えくださ 

い【選択】 

 変更を決定済 変更を検討中 変更は行わない 今のところ未定 

１．減免率 ○ ○ ○ ○ 

２．選考基準や採用人数 ○ ○ ○ ○ 

３．その他 

（          ） 
○ ○ ○ ○ 

 

以  上  
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社団法人日本私立大学連盟加盟大学一覧
（大学名ＡＢＣ順）

　　　　　（123大学 2012年3月現在）

愛 知 大 学 関 西 大 学 武 蔵 野 大 学 芝 浦 工 業 大 学

亜 細 亜 大 学 関 西 医 科 大 学 武 蔵 野 美 術 大 学 白 百 合 女 子 大 学

青 山 学 院 大 学 関 西 学 院 大 学 名 古 屋 学 院 大 学 園 田 学 園 女 子 大 学

跡 見 学 園 女 子 大 学 関 東 学 園 大 学 南 山 大 学 創 価 大 学

梅 花 女 子 大 学 関 東 学 院 大 学 日 本 大 学 大 正 大 学

文 教 大 学 活 水 女 子 大 学 日 本 女 子 大 学 拓 殖 大 学

中 京 大 学 慶 應 義 塾 大 学 ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心女子大学 天 理 大 学

中 央 大 学 恵 泉 女 学 園 大 学 大 阪 学 院 大 学 東 邦 大 学

獨 協 大 学 敬 和 学 園 大 学 大 阪 医 科 大 学 東 北 学 院 大 学

獨 協 医 科 大 学 神 戸 女 学 院 大 学 大 阪 女 学 院 大 学 東 北 公 益 文 科 大 学

同 志 社 大 学 神戸海星女子学院大学 追 手 門 学 院 大 学 東 海 大 学

同 志 社 女 子 大 学 國 學 院 大 学 大 谷 大 学 常 磐 大 学

フェリス女学院大学 国 際 大 学 立 教 大 学 東 京 医 科 大 学

福 岡 大 学 国 際 武 道 大 学 立 正 大 学 東 京 医 療 保 健 大 学

福 岡 女 学 院 大 学 国 際 基 督 教 大 学 立 命 館 大 学 東 京 情 報 大 学

福岡女学院看護大学 駒 澤 大 学 立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学 東 京 女 子 大 学

学 習 院 大 学 皇 學 館 大 学 龍 谷 大 学 東 京 女 子 医 科 大 学

学 習 院 女 子 大 学 甲 南 大 学 流 通 科 学 大 学 東 京 経 済 大 学

白 鴎 大 学 久 留 米 大 学 流 通 経 済 大 学 東 京 農 業 大 学

姫 路 獨 協 大 学 共 立 女 子 大 学 聖 母 大 学 東 京 歯 科 大 学

広 島 女 学 院 大 学 京 都 産 業 大 学 西 武 文 理 大 学 苫 小 牧 駒 澤 大 学

広 島 修 道 大 学 京 都 精 華 大 学 聖 学 院 大 学 東 洋 大 学

法 政 大 学 京 都 橘 大 学 成 城 大 学 東洋英和女学院大学

兵 庫 医 科 大 学 松 山 大 学 聖 カ タ リ ナ 大 学 東 洋 学 園 大 学

兵 庫 医 療 大 学 松 山 東 雲 女 子 大 学 成 蹊 大 学 豊 田 工 業 大 学

石 巻 専 修 大 学 明 治 大 学 西 南 学 院 大 学 津 田 塾 大 学

実 践 女 子 大 学 明 治 学 院 大 学 清 泉 女 子 大 学 早 稲 田 大 学

上 智 大 学 三 重 中 京 大 学 聖 心 女 子 大 学 山 梨 英 和 大 学

城 西 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学 聖 ト マ ス 大 学 四 日 市 大 学

城 西 国 際 大 学 桃 山 学 院 大 学 仙台白百合女子大学 四日市看護医療大学

順 天 堂 大 学 武 蔵 大 学 専 修 大 学
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